
索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2015年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

※網掛けの科目については、本年度開講しません

高橋　秀直
1

１年

経営戦略 2学期 1 2■ベーシック科目

松田　憲
2

１年

マーケティング 1学期 1 2

任　章
3

１年

アカウンティング 1学期 1 2

武田　寛
4

１年

ファイナンス 2学期 1 2

鳥取部　真己
5

１年

組織とイノベーション 1学期 1 2

高橋　秀直
6

１年

マネジメント入門 1学期 1 2

後藤  尚久　他
7

１年

経済学入門 1学期 1 2

岩熊　正道
8

１年

マーケティング戦略 集中 1 2■アドバンスト科目

永田　晃也
9

１年

知識マネジメント 1学期 1 2

工藤　一成
10

１年

パブリック・マネジメント 1学期 1 2

アダム・ヘイルズ
11

１年

国際ビジネス・スキル 1学期 1 2

斉藤　淳
12

２年

ロジスティックス 2学期 2 2

塩田　光重
13

１年

問題解決スキル 1学期 1 2

池田　浩
14

２年

チーム・マネジメント 集中 2 2

王  効平
15

１年

国際経営 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2015年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

城戸　宏史
16

２年

地域づくり総論 集中 2 2■アドバンスト科目

高橋  衛
17

２年

会社法 1学期 2 2

大崎　美泉
18

２年

管理会計 1学期 2 2

吉浦　初音
19

１年

経営倫理 2学期 1 2

任　章
20

１年

財務諸表分析 2学期 1 2

鳥取部　真己
21

１年

人材マネジメント 2学期 1 2

江本　伸哉
22

２年

地域産業 2学期 2 2

松永  裕己
23

２年

環境ビジネス 1学期 2 2

山口　徹也
24

１年

ベンチャー・ビジネス 1学期 1 2■エグゼクティブ科目

森永　泰正
25

２年

戦略的提携と事業創造 1学期 2 2

武田　寛
26

２年

フィナンシャル・インベストメント 1学期 2 2

田端　弘道
27

２年

中国ビジネス 1学期 2 2

松岡　俊和
28

２年

環境政策 1学期 2 2

小野村　健太郎
29

２年

医療マネジメント 1学期 2 2

今村　浩司
30

２年

福祉マネジメント 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2015年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

南　博
31

２年

自治体政策 2学期 2 2■エグゼクティブ科目

杉山　新治
32

１年

モノづくり競争力の強化 2学期 1 2

松永  裕己
33

１年

ソーシャル・ビジネス 2学期 1 2

舟谷　文男
34

１年

医療経済 2学期 1 2

工藤　一成
35

１年

社会保障 2学期 1 2

永津　美裕
36

１年

自治体経営 2学期 1 2

城戸　宏史
37

２年

産学連携と事業創造 2学期 2 2

王  効平　他
38

２年

アジア型経営 2学期 2 2

平　由以子
39

２年

NPO／NGO実践論 2学期 2 2

王　占華
40

１年

基礎中国語 1学期 1 2

田村　馨　他
41

１年

サービス・マネジメント 2学期 1 2

古田　茂美
42

１年

中華圏の経営思想 2学期 1 2

前田　知
43

２年

中華圏の貿易実務 2学期 2 2

網岡　健司
44

２年

地域プロジェクト・マネジメント 1学期 2 2

森田　三恵子
45

１年

ビジネス中国語 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2015年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

王  効平
46

１年

経営学特講 集中 1 2■エグゼクティブ科目

吉浦　初音
47

１年

企業法務とリスクマネジメント 2学期 1 2

王  効平
48

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2■プロジェクト研究科目

鳥取部　真己
49

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

城戸　宏史
50

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

松田　憲
51

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

高橋　秀直
52

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

武田　寛
53

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

工藤　一成
54

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

任　章
55

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

松永  裕己
56

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

王  効平
57

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

鳥取部　真己
58

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

城戸　宏史
59

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

松田　憲
60

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2015年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

高橋　秀直
61

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2■プロジェクト研究科目

武田　寛
62

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

工藤　一成
63

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

任　章
64

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

松永  裕己
65

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

王  効平
66

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

森永　泰正
67

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

山口　徹也
68

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

吉浦　初音
69

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

鳥取部　真己
70

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

城戸　宏史
71

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

松田　憲
72

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

高橋　秀直
73

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

武田　寛
74

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

工藤　一成
75

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2015年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

任　章
76

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2■プロジェクト研究科目

松永  裕己
77

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

王  効平
78

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

森永　泰正
79

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

山口　徹也
80

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

吉浦　初音
81

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

鳥取部　真己
82

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

城戸　宏史
83

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

松田　憲
84

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

高橋　秀直
85

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

武田　寛
86

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

工藤　一成
87

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

任　章
88

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

松永  裕己
89

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2



経営戦略 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

経営戦略の理論と技法，その応用分析を中心的内容とした講義を行う．理論とデータ加工によって，分析的に思考するスキルを高めながら戦略
的思考力を高めることが本講義の目的である．本講義の到達目標は，経営戦略に関する基本的な理論や考え方を習得し，それらを用いて自分な
りの視点から経営戦略を策定することができるようになることである．なお，講義の前半に事業戦略を，後半に全社戦略を扱う．
授業は，ケーススタディを基本とする．事前にリーディングを読み込んだ上で，戦略分析に関する小レポートなどを提出してもらい，受講生と
討議する時間を設ける予定である．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に，指定せず，適宜資料を配布する．
（なお，ケースを用いる場合，そのケース代金（1冊千数百円）が追加的に必要になる場合があるので注意されたい）

奥村昭博『経営戦略』日経文庫
石井淳蔵・奥村昭博・加護野忠男・野中郁次郎『経営戦略論（新版）』有斐閣
大滝精一・金井一賴・山田英夫・岩田智『経営戦略：論理性・創造性と社会性の追求』有斐閣

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①オリエンテーション
②競争戦略(1)：業界の構造【Five-Forces分析，補完的生産者】
③競争戦略(2)：業界の構造（ケース討議）
④競争戦略(3)：差別化【顧客価値】
⑤競争戦略(4)：差別化（ケース討議）
⑥競争戦略(5)：コスト・リーダーシップ【規模の経済，範囲の経済，経験曲線】
⑦競争戦略(6)：コスト・リーダーシップ（ケース討議）
⑧競争戦略（7）：ビジネスモデル【価値連鎖，活動システムマップ】
⑨競争戦略（8）：ビジネスモデル（ケース討議）
⑩全社戦略(1）：事業の定義【企業ドメイン】
⑪全社戦略(2)：事業の定義（ケース討議）
⑫全社戦略(3)：垂直統合【取引コスト，中間組織，アライアンス】
⑬全社戦略(4)：垂直統合（ケース討議）
⑭全社戦略(5)：多角化【多角化の類型，PPM】
⑮全社戦略(6)：多角化（ケース討議）
なお，授業の内容は，進捗状況や受講生の興味等に応じて，変更する可能性がある

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

891 /



経営戦略 【夜】
ベーシック科目

発言など授業への寄与度30％、小レポート30％、期末レポート40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にリーディングを読み込んだ上で，戦略分析に関する小レポートなどを提出してもらう。
また、事後的にもリーディングに関する分析レポートを課すこともある。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経営に関する知識があることが好ましいが，前提とはしない．
予習や復習には，かなりの時間が必要となる．
詳細は初回の講義にアナウンスする．

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

891 /



マーケティング 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

本講義は，コトラーやドラッカー等の提唱するマーケティングの基本理論の理解を目指します。マーケティングは販売活動に留まるものではな
く，需要者の欲求を満たす価値を供給者が提供し，需要者はそれに対して対価を払うことを意味するものです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義ごとに資料を紙面配布

・フィリップ・コトラー，ケビン・レーンケラー『コトラー&ケラーのマーケティング・マネジメント 第12版』丸善出版　2014年　￥9180
・石井淳蔵, 栗木契, 嶋口充輝, 余田拓郎（著）『ゼミナール マーケティング入門 第2版』日本経済新聞出版社　2013年　￥3200
・石井淳蔵，廣田章光（編著）『1からのマーケティング』中央経済社　2009年　￥2400
他にも，講義内で適宜紹介

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①マーケティングとは：ガイダンスと授業の概観
②市場分析１：市場とは何か，BtoBとBtoC，5Ｆ，3C，PEST分析，PPM，SWOT分析
③市場分析２：マーケティング戦略，ランチェスター戦略，クープマン目標値
④マーケティングの基本要素１：STP（セグメンテーション，ターゲティング，ポジショニング）
⑤マーケティングの基本要素２：4P（Product，Price，Place，Promotion），顧客にとっての価値
⑥製品戦略：マーケティングミックス，プロダクトライフサイクル，新商品開発プロセス
⑦価格戦略：価格設定，価格弾力性，上澄み吸収価格，市場浸透価格
⑧流通戦略：流通チャネル政策，VMS，サプライチェーン
⑨広告戦略：AIDMAとAISAS，DAGMAR理論，ハワード・シェス・モデル，Web広告
⑩マーケティングとブランド：ブランドの基本要素と機能，広告戦略とブランド構築
⑪顧客理解：マーケティングリサーチ
⑫行動経済学１：判断と意思決定，直観と選択
⑬行動経済学２：認知バイアスとヒューリスティクス
⑭創造的思考とイノベーション１：破壊的イノベーション，イノベーションのジレンマ
⑮創造的思考とイノベーション２：創造性とは，パラダイムとブレイクスルー

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義内小レポート‥100％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には，必ず授業の復習をおこなってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

892 /



マーケティング 【夜】
ベーシック科目

履修上の注意　/Remarks

ドラッカーの言うように「マーケティングが目指すものとして，顧客を理解し，顧客に製品とサービスを合わせ，おのずから売れるようにする
」ためにも，必ずしも効用を最大化するような合理的な判断を行わない人間の心理にも注目していきたいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

マーケティング，行動経済学
キーワード　/Keywords

892 /



アカウンティング 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
任　章 / NIN Akira / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

アカウンティングは、ビジネス世界における、経営情報伝達のための共通言語である。本講座にあってはビジネススクールの履修者に期待され
る水準の財務会計（すなわち、ステークホルダーに向けた外部報告会計）の基礎知識を学ぶ機会が与えられる。先ずは大学学部における財務諸
表論と重なりあう内容を確認してゆくが、その後は財務諸表分析、さらには企業のディスクロージャー戦略に至るまでの考察を加えてゆく。講
義コンテンツにあっては、ある程度（英文）カタカナの会計用語のリテラシーが得られるよう、デザインされている。本講座の到達目標は、受
講後、修了者が、企業の財務報告の意義と関わる制度に関心を持ち、必要に応じ財務諸表に示された主要な報告数値の意味を解釈、分析できる
ようになることである。
また、学期中に1回、学外からもゲストを招聘し、財務会計分野の視角を拡げる機会を得ることもある。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
任　章　著『アカウンティングと財務諸表分析』（第10版、2017年3月刷）
（初回の教室にて無償配布）

・ロバート・アンソニー／レスリー・パールマン著 西山茂監訳 (2007 年)『アンソニー会計学入門』 東洋経済新報社（いわゆる英文会計に馴染
むために推薦する基本書。ただし購入は任意であり、授業にては全く使用しない。）
・簿記の学習をされたことがない人は、日商簿記検定3級程度の参考書（たくさん出ている本のうちから、よろしければご自分で適宜選んで）を
ご自身で学習してみてください。簿記の知識は本講座受講の前提ではありませんが、関わる知識があれば、この分野で用いられる「反射神経」
のようなものが、磨かれることでしょう。
・任　章著(2017）『監査と哲学－会計プロフェッションの懐疑心－』同文舘出版（会計学で用いる基礎概念と用語の定義、会計監査諸基準の内
容、さらには会計学の歴史について知りたい方には参考になると思います）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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アカウンティング 【夜】
ベーシック科目

主として以下のコンテンツを、各々モジュールとして積み上げて行く（但し、プレゼンテーションの時間をとる必要があり、講義順は大きく変
わることがある）。
①オリエンテーション：本講座の領域と目的、課題について。
　【オリエンテーション】
②企業とアカウンティング：会計の役割と職能について（なぜ今、あえて「会計」を考えなければならないのか？）。
　【会計の役割と職能】
③会計原則（GAAP） とは何か：特に米国基準（US-GAAP） と国際基準（IFRS） について。
　【GAAP】
④バランスシートの機能について。
　【B/S】
⑤P/L の機能について。
　【P/L】
⑥キャッシュフロー計算書の作成方法とその機能について。
　【キャッシュフロー】
⑦簿記とアカウンティング・サイクルの一巡について。
　【アカウンティング・サイクル】
⑧決算修正：アクルーアル処理とその会計倫理上の限界について。
　【アクルーアル】【アグレッシブ・アカウンティング】
⑨ディスクロージャー：その制度と脚注情報 について。
　【ディスクロージャー】
⑩情報信頼性の担保方法：監査報告書について。
　【監査】
⑪財務諸表分析の基礎的アプローチ方法について。
　【財務諸表分析】
⑫年次報告と投資家向広報（IR）について。
　【アニュアルレポート】
⑬隣接領域と意思決定会計への展望について。
　【意思決定】
⑭MBA アカウンティングのWrap-Up.
　【MBA】
⑮アドバンスト財務会計への展望
　【財務会計】
...以上のモジュールを、受講者の意欲とニーズを量りつつ、ウェイト配分を微調整しながら講義する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートそのものの質（20%程度）、プレゼンテーションの積極性やディスカッションに際しての貢献度（10%程度）、ミニテストの成績
（2回実施で70%程度）、を適宜ウェイト付けし、総合的に（100%にして）判断します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、（次回の講義でカバーする範囲をその前の回に示しますので）予めパラパラとテキストをめくってみて、イメージを掴む程
度で結構です。事後学習としては、授業中、理解できなかった箇所を教員に（教室内で、あるいはメール等により）質問し、教員からの返答を
待ち、その後理解を定着させること。さらに、ミニテストに備えて、関わる用語と概念、計算方法等につき、習熟を重ねておくことが望まれま
す。その他、授業外学習としては、やはり、日本経済新聞の金融関係のコラム記事、情報等に親しむことが効果的かと思われます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部生が学ぶ簿記論の授業等とはアプローチが全く異なります。特に簿記会計の知識経験がなくとも、授業内容それ自体は十分に理解できると
思います。英語の専門用語を多く引用しますが、カタカナで理解してもらえますので、英語力も不問です。その他、必要なことはその都度、教
室にて事前に連絡します。
配布プリント等の教材は、各回、毎回教室に持参してきてください。

履修上の注意　/Remarks

教員は一方通行の講義をするではなく、双方向のコミュニケーションをとりたいと考えています。そのためにも、履修者がテーマを選んで自発
的にプレゼンテーションをする機会を設けたいと考えています。教室にてはぜひ積極性を発揮してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

上記の中でも特に、簿記、GAAP、IFRS、B/S、P/L、キャッシュフロー計算書。
キーワード　/Keywords
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ファイナンス 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

企業経営や地域リーダーに必要なファイナンスの知識と分析能力を修得する。具体的には、①～⑤では、ファイナンスとは何かを学び、組織の
目標とガバナンスや、ファイナンシャル・プランニングについて学ぶ。⑥～⑪では、現在価値分析を理解し、ファイナンスの意思決定について
学ぶ。⑫～⑮では、企業の資金調達と資本構成について学ぶ。
到達目標は以下のとおり。①ファイナンスの基礎知識を身につけ、ファイナンシャル・プランニングができるようになる、②ファイナンス理論
を理解し、企業や家計についてのファイナンスの意思決定ができるようになる、③企業の資金調達と資本構成についての理論を理解し、分析で
きるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ブリーリー＆マイヤーズ＆アレン著、藤井眞理子・国枝繁樹（監訳）（2014）『コーポレート・ファイナンス（第10版）　上』、『同　下』日
経BP社

〇ボディ＆マートン＆クリートン著、大前恵一朗訳、（2011）『現代ファイナンス論　原著第2版』ピアソン
〇砂川＆川北＆杉浦著（2008）『日本企業のコーポレートファイナンス』日本経済新聞出版社
〇砂川＆川北＆杉浦＆佐藤著（2013）『経営戦略とコーポレートファイナンス』日本経済新聞出版社
〇中島真志（2015）『入門　企業金融論』東洋経済新報社
〇三井住友信託銀行マーケット事業（2013）『第5版　投資家のための金融マーケット予測ハンドブック』NHK出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ファイナンス 【夜】
ベーシック科目

①企業の目標とガバナンス（１）イントロダクション
　【ファイナンスの定義】【投資判断】【資金調達に関する決定】【株式会社】
②企業の目標とガバナンス（２）財務担当者の役割と資本の機会費用
　【金融システム】【資金循環】【金融仲介の機能】【投資のトレードオフ】
③企業の目標とガバナンス（３）株式会社の目標
　【価値の最大化】【経営者】【株主】【利害関係者】【エージェンシー問題】【コーポレート・ガバナンス】
④ファイナンシャル・プランニング（１）
　【ファイナンシャル・プランニングのプロセス】【ファイナンシャル・プランニング・モデルの設計】
⑤ファイナンシャル・プランニング（２）
　【成長と外部資金調達の必要性】【運転資本管理】【流動性と現金計画】
⑥現在価値の計算方法（１）
【将来価値】【現在価値】【収益率】【資本の機会費用】【ＮＰＶ】【ＩＲＲ】
⑦現在価値の計算方法（２）
【永久債】【成長型永久債】
⑧純現在価値とその他の投資基準
【ＮＰＶルール】【ＩＲＲルール】【投資回収ルール】【相互に排他的なプロジェクト】
⑨リスクと資本コスト
【ＷＡＣＣ（ワック）】【ＣＡＰＭ（キャップエム）】【株主資本コスト】【ベータ】
⑩プロジェクト分析（１）
【感応度分析】【シナリオ分析】【損益分岐点分析】【営業レバレッジ】
⑪プロジェクト分析（２）ケース
⑫企業の資金調達の概要
【内部資金】【株式】【負債】【金融市場】【金融機関】
⑬企業はどれだけ借り入れるべきか
【支払利子の節税効果】【財務上の困難】【トレードオフ理論】【ペッキング・オーダー理論】【行動ファイナンス】
⑭企業の資金調達と資本構成：ケース
⑮まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

クラスへの貢献度　３０パーセント
課題の提出　　　　７０パーセント
※学生が授業に出席することは前提のため、欠席はマイナス評価となります。

成績評価の方法　/Assessment Method

日本経済新聞を購読して、ファイナンスの知識を活かし自分の考えを持って批判的に読んでください。
課題をすらすら解けるようになるまで復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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組織とイノベーション 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

本講義では、組織とイノベーションにまつわる理論・枠組みを学ぶ。コースの前半ではミクロ組織論を中心とした理論基盤の学習を行う。コー
ス後半では、マクロ組織論と、企業の変革や新商品創出にまつわるイノベーション・マネジメントについての学習を行う。各講義回では、ミニ
・ケースや雑誌・新聞記事を読み、あるいは映像を見て事例分析やケース・ディスカッションを行い、基礎的な諸理論の理解と実践力の向上を
図る。
本講義の到達目標は、組織マネジメントとイノベーション・マネジメントを実践するうえでの基礎的な知識を習得することである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料を配布するが、ロビンス『組織行動のマネジメント(新版)』を教科書に準じた参考書として扱う。なお、ケース教材を用いる場合、そ
のケース代金（1 冊千数百円）が追加的に必要になる場合があるので注意されたい。

・ロビンス著,高木晴夫監訳『組織行動のマネジメント(新版)』ダイヤモンド社,2009年.
・金井壽宏『経営組織』日経文庫,1999年.
・金井壽宏『リーダーシップ入門』日経文庫,2005年.
・沼上幹『組織デザイン』日経文庫,2004.
・延岡健太郎『MOT"技術経営"入門』日本経済新聞社, 2006年.
・近能善範・高井文子『イノベーション・マネジメント』新世社,2011年.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　イントロダクション【経営学、組織行動論】
2回　個人と集団（１）【合理的な意思決定】
3回　個人と集団（２）【公正性】
4回　個人の特性（１）【性格特性、Big5】
5回　個人の特性（２）【適性検査】
6回　モチベーション（１）【モチベーション、欲求階層説】
7回　モチベーション（２）【期待理論、目標設定理論】
8回　リーダーシップ（１）【リーダーシップ、基本二次元】
9回　リーダーシップ（２）【チーム】
10回　イノベーション・マネジメント（１）【組織能力、コア技術】
11回　イノベーション・マネジメント（２）【創造性】
12回　マクロ組織（１）【機能別組織、事業部制】
13回　マクロ組織（２）【企業文化】
14回　リーダーシップ（３）【変革型リーダーシップ】
15回　組織のイノベーション【組織変革】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発言など授業への寄与度40％、小レポート20％、期末レポート40％
成績評価の方法　/Assessment Method

895 /



組織とイノベーション 【夜】
ベーシック科目

毎回、事前学習教材と問いを指定し、事前学習向けに参考図書の章を指定するので、それらに対する事前学習をしっかり行うこと。また、講義
で理解が進まなかった点について復習を行うことに加えて、発展学習として指定した書籍・論文などを閲覧し、理解をさらに深めることが期待
される。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回の事前・事後学習をしっかり行ってほしい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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マネジメント入門 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

本講義は，経営学の初学者を対象に，経営学の基礎的な知識を提供すること，企業あるいは組織というものの存在により関心を払ってもらうよ
うになってもらうことが目的である．さらに，この講義を通じて，必修科目やアドバンス科目，エグゼクティブ科目の理解が深まるようになる
ことも目的である．本講義の到達目標は，経営学の基礎的な知識を習得することである．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定せず，適宜資料を配布する．
(ケースを使用する場合、ケース代金が別途必要になる場合がある)

榊原清則『経営学入門（上・下）　第2版』日本経済新聞出版社，2013年．
神戸大学経済経営学会『ハンドブック経営学』ミネルヴァ書房，2011年．
井原久光（編）『経営学入門キーコンセプト』ミネルヴァ書房，2013年．

基本的には必修科目の教科書・参考書に準じる．
それ以外については，適宜紹介する．

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①オリエンテーション：企業経営の全体像
②マネジメントとは(1)【マネジャー，マネジメント】
③マネジメントとは(2)【マネジメント環境，組織文化】
④意思決定と計画(1)【意思決定プロセス，限定合理性】
⑤意思決定と計画(2)【計画策定の本質，戦略的マネジメント】
⑥外部環境分析(1)【マクロ環境分析】
⑦外部環境分析(2)【産業・業界分析】
⑧内部環境分析(1)【バリューチェーン】
⑨内部環境分析(2)【コア・コンピタンス，経営資源分析】
⑩組織デザイン(1)【職務設計，情報処理パラダイム】
⑪組織デザイン(2)【職能性組織，事業部制組織，マトリックス組織】
⑫組織変革(1)【組織変革，変革プロセス】
⑬組織変革(2)【抵抗のマネジメント，リーダーシップ】
⑭組織間関係【資源依存，取引コスト】
⑮総合討議
なお，受講生の理解度や関心に応じて，内容は適宜変更される可能性がある．

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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マネジメント入門 【夜】
ベーシック科目

発言など授業への貢献度‥30％、小レポート‥30％、期末レポート(テスト)‥40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にリーディング（ケース及び教科書的なもの）を読み込んだ上で，課題について考えてきてもらう。
また、授業で扱った理論やフレームワークなどを用いたケースの(再)分析課題を課すこともある。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特に前提となる知識は必要としない．
ケーススタディの形式を用いる予定である．そのため事前のリーディング（ケース及び教科書的なもの）を読み込んだ上で，課題について考え
てきてもらい，それらを中心に議論しながら経営に対する考え方などに対する理解を深める予定である．
また，十分な復習をすることで理解を深めてもらいたい。

経営学の初学者向けの講義であるため，経済・経営系の学部を卒業した者，経営に関する様々なセミナー等に参加したことのある者，経営系の
書籍を多数読んだ者については，履修する必要はない．

履修上の注意　/Remarks

内容が盛りだくさんのため，進度等が早いと思われるが，食らい付いてもらいたい．
そのためには予習や復習にかなりの時間が必要になる．
また，授業を含めて，常に自分で考えることが求められる．

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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経済学入門 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科, 牛房  義明 / Yoshiaki Ushifusa / 経済学科
畔津　憲司 / KENJI AZETSU / 経済学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

消費者・企業・政府の経済活動や一国の経済状況を分析するために必要な経済学の基礎理論(マクロ経済学とミクロ経済学)を学習する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし

とくになし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　ガイダンス
第2回　　マクロ経済学①【市場】【経済モデル】
第3回　　マクロ経済学②【GDP】【名目と実質】
第4回　　マクロ経済学③【景気】【経済成長率】
第5回　　マクロ経済学④【乗数効果】【政府支出】
第6回　　マクロ経済学⑤【累進性】【逆進性】
第7回　　マクロ経済学⑥【成長会計】【ソローメカニズム】
第8回　　マクロ経済学まとめ
第9回　　ミクロ経済学①【需要と供給】【均衡価格】
第10回　ミクロ経済学②【財・サービスの分類】
第11回　ミクロ経済学③【需要の価格弾力性】
第12回　ミクロ経済学④【企業の経済活動】【供給曲線】
第13回　ミクロ経済学⑤【消費者の経済活動】【需要曲線】
第14回　ミクロ経済学⑥【余剰分析】
第15回　ミクロ経済学まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の講義への取り組み・・・30%、小テスト・・・20％、期末試験・・・50％
成績評価の方法　/Assessment Method

予習する必要はないが、理論的な話が多いので、毎回復習を必ずして理解を深めておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks
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経済学入門 【夜】
ベーシック科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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マーケティング戦略 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
岩熊　正道 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　「マーケティング戦略」は経営戦略の中心を占めており、組織の理念・目的、トップの哲学、人生観、世界観によって規定され、環境への適
応が強く求められるものと認識している。受講済みのベーシック科目「マーケティング」の知識を前提に、個別組織（企業、非営利法人や自治
体）のユニークな「マーケティング戦略事例を交えて議論していく。FACo事業（クールジャパンをビジネスに）の事例を紹介し、「常若（とこ
わか）」を意識した新しいマーケティングを学習する。
　集中講義による開講であるため、90分・15コマの講義を各コマ自己完結の形ではなく、以下４つの部分に区切って進めていく：①基本的枠組
み、②自らの提案、③企業・自治体の事例紹介、④FACoの紹介。講義の進行に当たっては、受講者との討論方式を一部取り入れる予定。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布する

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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マーケティング戦略 【夜】
アドバンスト科目

① メディア（報道放送業）と「マーケティング」との接点（自己紹介を兼ねて）
　　【メディアにとっての市場】【メディア事業局の業務内容】【ＴＶマーケティング】【メディア営業】
② マーケティング戦略の基本的枠組み
　第４次産業革命を見据えた
　　【セグメンテーション】【ターゲッティング】【ポジショニング】【マーケティング・ミックス】
　デジタル化第２の波　Io　AI　エクサコンピューター　量子コンピューター
③ 戦略立案に用いられる代表的な技法
　　【SWOT分析】【3C】【4P】【知識と情報の違い】ほか
④ マーケティング（戦略）の成否と上層経営管理職のあり方
　　【理念・哲学】【人生観・世界観】【情熱・勢い】
⑤「常若」、新しいマーケティングⅠ
　ＨＯＷマーケティングからＷＨＹマーケティング
　　【時流・時代の変化への順応】【感情と理性】【リアルとヴァーチャル】【創造力と妄想力】
⑥「常若」、新しいマーケティングⅡ
　　【企画力、プロデュース力】【無形から有形にする】【プレゼンテーション力】
⑦ 元気企業の事例学習Ⅰ：Ａ社
　　【ＢｔｏＢ】【グローバル範囲に及ぶＳＣＭ】
⑧ 元気企業の事例学習Ⅱ：Ｂ社
　　【Ｂ to Ｃ】
⑨ 元気企業の事例学習Ⅲ：Ｃ社
　　【ＢｔｏＢｔｏＣ、繋げる】【元気・健康・美をビジネスに】
⑩ 地方都市のブランディング
　　【福岡市の取り組み→アジアのリーダー都市？！】
⑪ 地方創生のブランディング
　　【北九州市の売り→世界の環境首都？！】
⑫ FACo事業における「マーケティング」Ⅰ
　　【クールジャパンをビジネスに】【協賛者開拓】
　日本発標準「グローバルスタンダードからニッポンスタンダード
⑬ FACo事業における「マーケティング」Ⅱ
　　【アジアを代表するコレクションへ】【日本のコンテンツでアジアへ】
⑭ すべてのＨＯＷはＷＨＹのために
　　【ＷＨＹ国家日本を目指す】
⑮ 総合討論　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート50%、討論への参加度・貢献度50%
成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には、授業の復習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

未配布の放映映像を撮影・録音することはご遠慮ください。
履修上の注意　/Remarks

授業中の質問を歓迎します
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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知識マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
永田　晃也 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

資本ストックや労働などの生産投入要素の拡大による成長が限界に達した現在、我々は、知識が最も重要な資源となる「知識社会」の到来に直
面している。これに伴い、近年の組織論の研究領域では、組織を情報処理システムとして見る伝統的なパラダイムを超えて、知識を創造する主
体として組織を捉える新たな理論が提唱されている。また、個人の知識を組織的に共有・活用しながら知識を創造する手法の体系化を指向する
「ナレッジ・マネジメント」が、急速に普及してきた。
　本講義は、これらの理論と経営手法を包括的に修得し、経営資源としての知識の創造、活用および蓄積に関する戦略的な指針を得ることを目
的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

・野中郁次郎・竹内弘高『知識創造企業』東洋経済新報社、1996年
・野中郁次郎・泉田裕彦・永田晃也編著『知識国家論序説』東洋経済新報社、2003年
・杉山公造・永田晃也・下嶋篤・梅本勝博・橋本敬編著『ナレッジサイエンス（改訂増補版）』近代科学社、2008年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①序論：経営資源としての知識
②組織的知識創造の理論（１）｢情報処理｣から｢知識創造｣へ
③組織的知識創造の理論（２）リーダーシップと知識創造のイネーブラー
④知識創造プロセスの検証（１）技術的イノベーションにおける知識創造
⑤知識創造プロセスの検証（２）パブリックセクターにおける知識創造
⑥ナレッジ・マネジメントの方法（１）ナレッジ・マネジメントの導入
⑦ナレッジ・マネジメントの方法（２）知識移転と知識共有
⑧ナレッジ・マネジメントの方法（３）発想支援と情報技術の利用
⑨ナレッジ・マネジメントの方法（４）知識資産の概念と計測
⑩ケース討論（１）
⑪ケース討論（２）
⑫ケース討論（３）
⑬総合討論
⑭課題レポートのプレゼンテーションとディスカッション
⑮課題レポートのプレゼンテーションとディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートとプレゼンテーション50％、ケース分析シート20％、ディスカッションへの貢献度30％　なお4回以上の欠席は不可とする。
成績評価の方法　/Assessment Method
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知識マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

配布資料は熟読して次回講義に臨むこと。ケース討論に用いる資料は、分析シートとともに事前配布するので、資料の内容をよく理解した上で
、分析シートに所要事項を記入して授業当日に提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

見えざる資産である知識の所在を洞察するための視点と、新たな知の創造を担うリーダーシップを身に付けていただくことが本科目の狙いです
。皆さんの積極的な参加を期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

知識創造、ナレッジ・マネジメント、SECIモデル
キーワード　/Keywords
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パブリック・マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

国、地方ともに財政難に直面するわが国では、従来の行政を中心とする公共経営の限界が明らかになりつつあり、90 年代後半から新たな行政手
法としてＮＰＭ（ニュー・パブリック・マネジメント）の導入が推進されている。市場の活用、顧客主義、現場への分権などの考え方に基づき
行政の経済性や効率性を重視するＮＰＭは一定の成果をあげているが、サービスの受け手ではなく主権者としての市民に着目して、ＮＰＯなど
の市民セクターによる新しい公共の担い手など多元的な主体による公共経営やガバナンスのあり方が問われている。そのため、国や地方自治体
、医療・教育等の公益団体、企業の公共的役割、市民セクターのあり方を幅広く学ぶ。
そしてＮＰＭの理論や特性、行財政改革手法、公共の担い手としての責務、職業倫理等を学び、公益団体、企業まで含めた公共経営やＮＰＭを
超えた福祉や教育の分野等での市民セクターとの公民域協働による新しい公共空間の創造や社会的共通資本、ソーシャルキャピタル等について
、学生の皆さんとの討論を通じて今後の展望を探る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業の際に、適宜必要な資料を配布します

『非営利組織の経営』（1991 年）　ドラッカー　ダイヤモンド社
『日本の公共経営』（2014年）　外山公美等　北樹出版
『非営利法人経営論』（201４年）　岩崎保道　大学教育出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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パブリック・マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

① パブリックマネジメント総論　Ⅰ
　【パブリックセクターの特性、歴史的経緯、社会的変化、ソーシャルキャピタルの考え方】
② パブリックマネジメント総論　Ⅱ
　【公共セクターの役割、公共セクターの職業倫理】
③ パブリックマネジメント総論　Ⅲ
　【ＮＰＭの理論背景と基本的考え方】
④ 課題議論
　【学生による発表、論議】
⑤公益事業（企業等）
　【特性、医療、教育等】
⑥公益法人・ＮＰＯ制度
　【ＮＰＯなど市民セクター】
⑦ パブリック組織の組織・人材マネジメント
　【わが国の人事制度の特徴】
⑧ パブリック組織の財政の仕組み　Ⅰ
　【国・地方の予算・決算制度】
⑨ パブリック組織の財政の仕組み　Ⅱ
　【国・地方の財政分析】
⑩ パブリックサービスの改革手法　Ⅰ
　【ＰＰＰ】【民間委託】
⑪ パブリックサービスの改革手法　Ⅱ
　【独立行政法人】【指定管理者】
⑫ パブリックサービスの改革手法　Ⅲ
　【第三セクター・外郭団体】
⑬パブリックサービスの改革手法　Ⅳ
　【ＰＦＩ】
⑭ 課題議論・ゲストスピーカー
　【特定テーマによる議論】
⑮ まとめ
　【多様な主体による新しい公共、社会的共通資本の構築】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート、課題に対するプレゼンテーション（７０％）、授業の状況（質疑、意見、発表等 ３０％）をもとに総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに、指定する図書や参考資料等を読んで事前知識を得るとともに、授業終了後においては自主的な復習を行い、さらに理解を深
めるようにすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業の冒頭で、前回授業の主要な内容について学生に理解の確認を行うこととする。
履修上の注意　/Remarks

学生の皆さんの活発な議論や質疑を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公益、ＮＰＭ、社会的共通資本、
キーワード　/Keywords

8910 /



国際ビジネス・スキル 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
アダム・ヘイルズ / Adam Hailes / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

国際ビジネス・スキル offers students the opportunity to develop the skills necessary to make successful business
presentations in an international environment. While the emphasis will be on technique a strong focus on enhancing
English-language skills will be maintained throughout. It is hoped that this course will enable students to make
professional, persuasive and entertaining business presentations which feature the usage of accurate and appropriate
English.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Nancy Duarte, HBR Guide to Persuasive Presentations (Harvard Business Review Guides),
(Harvard Business School Press, 2012)

Rabb, Margaret Y., The Presentation Design Book : Tips, Techniques and Advice for Creating Shows and More
(Chapel Hill, NC : Ventana Press, 1993)   図書館 書庫 ４F (600-700), 674.6/R11  ○

Zelazny, Gene, Say It With Charts : The Executive's Guide to Visual Communication
(New York : McGraw-Hill, 2001)   図書館 書庫 ４F (300), 336/Z2  ○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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国際ビジネス・スキル 【夜】
アドバンスト科目

1回  Introduction
Audience
2回  Understand the Audience's Power / Segment the Audience
3回  Define How You'll Change the Audience / Find Common Ground
Message
4回  Define Your Big Idea / Anticipate Resistance
5回  Build an Effective Call to Action / Balance Analytical and Emotional Appeal
Story
6回  Apply Storytelling Principles / Create a Solid Structure
7回  Beginnings, Middles and Ends / Use Metaphors as Your Glue
Media
8回  Choose the Right Vehicle for Your Message / Determine the Right Length for Your Presentation
9回  Persuade Beyond the Stage / Share the Stage
Slides
10回  Think Like a Designer / Choose the Right Type of Slide
11回  Clarify the Data / Turn Words into Diagrams
Delivery
12回  Rehearse Your Material Well / Communicate with Your Voice
13回  Get the Most Out of Your Q and A /  Student Presentations 1
Impact
14回 Spread Your Ideas with Social Media / Student Presentations 2
15回  Review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Successful completion of homework assignments - 100%
成績評価の方法　/Assessment Method

So as to encourage language acquisition and involvement in discussion, reading through class content prior to each class is recommended.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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ロジスティックス 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
斉藤　淳 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　サプライチェーンの効率的・効果的な構築は、グローバルビジネスにおいて競争力の鍵を握ります。また「全体最適」「在庫の一元管理」「
生産-販売情報共有化」「受注-納品リードタイム」「オンデマンド配送」などサプライチェーンマネジメント（SCM）の概念や取り組みは、企
業の業態や大小にかかわらずビジネスの日常に浸透してきています。
　そこで本講義では、グローバル企業はどのようなバリューチェーン、サプライチェーンを構築し競争力を生み出しているのか、そのベースと
なるサプライチェーンマネジメント（SCM）の基本概念と実際について、戦略立案とオペレーションの両面から理解することを目的とします。
　具体的には、①事業発展各段階でのそれぞれの戦略とSCM、②現場におけるサプライチェーン改善とそこから生み出される競争力、③その成
否を握る人財マネジメントについて、SCMの一つのモデルであり、日本のものづくりの強みを競争力としてグローバルに展開している自動車産
業の事例を中心に学びます。
　授業の到達目標は下記とします。
　①SCMの基本概念を学び、その実践により自事業の競争力を高める。
　②日本発グローバルビジネスの強みとなるサプライチェーンを自ら構築する。
　また、グローバル社会におけるリーダーの基本スタンスの考察も行っていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各講義レジュメを配布します。

井上達彦（監修）『日産V-upの挑戦』中央経済社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ロジスティックス 【夜】
アドバンスト科目

①　SCM概論
　　　【ロジスティクスとSCM】【SCMの目指すもの】【各業界の戦略的SCM事例】
②　グローバル企業とは？
　　　【自動車産業のグローバル展開】【日本の競争力と日本企業の今後の道筋】【戦略とオペレーション】
③　グローバル戦略とSCM（１）
　　　【事業再生におけるマネジメント：日産リバイバルプラン】
　　　【クロスファンクショナルチーム】
④　グローバル戦略とSCM（２）
　　　【成長段階におけるマネジメント：日産バリュー・アップ】
　　　【課題設定・課題解決プログラム】
⑤　グローバル人財
　　　【グローバル競争の構図】【グローバル人財とは？】
⑥　人財マネジメント
　　　【人財マネジメントの基本】【人事・報酬システム（仕事・成果に基づく評価・賃金）、組織、人財育成、ダイバーシティー】
⑦　SCM（１）－生産システム
　　　【日産生産方式（同期生産）】【企業間共同SCM改善活動】
⑧　SCM（２）－在庫、見える化
　　　【在庫管理の原則】【在庫改善活動】【見える化の考え方と事例】
⑨　SCM（３）－調達、危機管理
　　　【グローバル購買戦略】【九州におけるグローバル調達】
　　　【サプライチェーン危機管理の実際】
⑩　SCM（４）－物流、現場力
　　　【物流（費）の見える化】【国境を越えたシームレス物流（日韓物流）】【マテハン改善】【現場管理】
⑪　SCMとお客さま満足
　　　【ブランドとSCM】【お客さま起点】
⑫　SCM事例研究： 受講メンバーによる研究の発表と論議
　　　【IoTとSCM、オムニチャネルなど先端SCM事例】
⑬　まとめ、ビジネスの原則
　　　【企業経営とSCM】【マネジメントとは？】【ビジネスの原則】
⑭　受講メンバーによるプレゼンテーション
　　　　下記テーマいずれか
　　　　　　１）自事業のSCMの課題、その解決策
　　　　　　２）日本発グローバルビジネスのSCM構築提案
⑮　受講メンバーによるプレゼンテーションに関しての全体ディスカッション
　　　（講義⑭とセットで実施）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート…５０％　授業・ディスカッションへの参加度・貢献度…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各授業の最後に、次回授業でのディスカッションテーマを提示しますので、予め意見をまとめて授業に参加してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

SCM事例研究（⑫コマ）では、テーマを定め、受講者それぞれが事前調査・研究を行い、その内容をもとに全員でディスカッションを行います
。
終了課題（⑭⑮コマ）では、自事業のSCMの課題と解決策、または新規事業（SCM）構築提案を各人それぞれに行っていただきます。

履修上の注意　/Remarks

グローバル製造業（自動車）における事例を中心に授業を進めていきますが、事例からSCMの普遍的な概念、原理原則に落とし込むよう留意し
ます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

サプライチェーンマネジメント、同期生産、グローバル戦略、グローバル人財
キーワード　/Keywords
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問題解決スキル 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
塩田　光重 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

ビジネスで必要なスキルは、プレゼンテーション、ライティング、コミュニケーションなど多岐にわたるが、本講義では、問題解決に必要とさ
れる基本的な思考方法、分析ツールを紹介し、ケーススタディを通して解決スキルを習得してもらうことに主眼を置いている。

前半は、システム分析の視点から授業を構成する。後半は、適宜、演習問題を課すことによって理解力を高め、スキルの向上をめざす。

具体的には、KJ法、オペレーションズ・リサーチ、ビジネスモデル、TOCなど、簡単なものからパソコンを利用したいくつかの分析手法を取り
上げる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントまたは冊子を配布

平山克己（２００８）『あほ賢システムのおはなし』SCC
藤澤克樹 他（２０１１）『Excelで学ぶＯＲ』Ohmsha
高井英造 他(２００２) 『問題解決のためのオペレーションズリサーチ入門』日本評論社
川喜田二郎(２００９)「発想法」/「続・発想法」中公新書
エリヤフゴールドラット著、三本木亮訳(2001年)『ザ・ゴール』ダイヤモンド社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

講義方式に加え、グループワーク、パソコン演習、ケース・スタディを組み入れることで知識の理解を深め、かつ思考能力を涵養する。各講義
内容は以下の通り

　１回　問題解決手法とは　【ブレーンストーミング】
　２回　KJ法について【KJ法】
　３回　KJ法演習【ラベル作り】
　４回　KJ法演習【グルーピング】
　５回表計算ソフトによる図解化法　【グラフ化】【統計的分析】
　６回　表計算ソフトによる図解化法演習　【グラフ化】【統計的分析】
　７回　オペレーションズ・リサーチとは　【PERT】【アクティビティ】【プロジェクト管理】
　８回　オペレーションズ・リサーチ演習　【最適化】【線形計画法】
　９回　ビジネスモデルとは　【IDEF】【アクティビティ】
１０回　ビジネスモデル演習　【Activity Based Costing】【管理会計】
１１回　制約条件の理論 (Theory Of Constraint)とは【制約条件】【ボトルネック】【ドラムバッファロープ】
１２回　制約条件の理論 (Theory Of Constraint)演習
１３～１５回　演習　Reading Assignment発表　【ケース・スタディ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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問題解決スキル 【夜】
アドバンスト科目

平常の学習状況 50%   課題レポート(個人の課題のプレゼンを含む) 50%
成績評価の方法　/Assessment Method

自主練習を行い、授業の内容を反復すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ノートパソコンを持参してもらう場合があります。
自主練習を行い、授業の内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

KJ法、オペレーションズ・リサーチ、ビジネスモデル、TOC
キーワード　/Keywords
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チーム・マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
池田　浩 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

この授業では、チームを構成するメンバーが、活動を通して相互作用する過程でチームに備わってくる（創発されてくる）特性としてチームワ
ークやチーム・シナジーを理解する。そして、優れたチームを形成するために必要とされるチーム・リーダーシップとして、チームレベルとし
て発生する共有型・分有型リーダーシップ、メンバーを下から支援するサーバント・リーダーシップを理解しながら、チームをより高品質なも
のとへと育み、強化するための働きかけを考える視点について論じていく。
　グループ･ダイナミックス、社会心理学、組織行動論を学術的論考の基盤としつつ、組織現場で発生している現実問題を題材として取り上げな
がら、いかなるマネジメントが効果的であるのかを、マイクロレベル（＝個人の心理プロセスや行動特性）と、それらが相互作用することでで
きあがり、また変容していくマクロレベル（チーム･パフォーマンス、チーム規範、チームワーク等）の相互作用ダイナミズムに注目しながら、
講義を進めていく。具体的に取り上げるトピックは、次のような構成を考えている。
　１．チーム・マネジメントに関する研究と実践の歴史
　２．チームとは何か
　３．チーム・モチベーション
　４．チームワークとは何か
　５．チームにおける問題解決
　６．チーム･リーダーシップ
　７．サーバント・リーダーシップ
　８．メンバーのフォロワーシップ

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各回で研究資料を配付する。

「チームワークの心理学－よりよい集団づくりをめざして－」山口裕幸(著)サイエンス社
「チームマネジメント」古川久敬（著）日経文庫
「サーバント・リーダーシップ」ロバート・グリーンリーフ（著）金井壽宏（監修）・金井真弓（訳）英知出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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チーム・マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

この授業は、集中講義形式での開講を予定しており、第1日（金･2コマ）+第2日（土・6コマ）＋第3日（金・2コマ）+第4日（土･5コマ）で構成
を考えている。また、講義を基盤とするが、課題を準備して、自らの意見を考えたり、受講生どうしで議論したりする、演習形式も適宜、取り
入れる。
　＜1日目：2コマ（講義を中心に進めます）＞
① チーム・マネジメントに関する研究と実践の歴史【機械組織観、ホーソン研究、オープン組織】
②チームとは何か【チームの特性、類型、硬直化現象】
＜2日目：6コマ（講義とグループワーク）＞
③チーム・モチベーション【プロセスロス、プロセスゲイン、腐ったリンゴ効果】
④チームワークとは何か（１）（課題を用いた実習）
⑤チームワークとは何か（２）【相互調整、相互支援】
⑥チームワークとは何か（３）【共有メンタルモデル、トランザクショナル・メモリー】
⑦創造的な問題解決を実現するチーム・シナジー【意思決定、創造性、シナジー効果】
⑧チーム・ビルディング【チームラーニング、チームトレーニング】
　＜3日目：2コマ（講義）＞
⑨チーム・リーダーシップとは何か【信頼、影響力、共有型リーダーシップ、分有型リーダーシップ】
⑩チーム・リーダーに求められる特性【コンピテンシー、性格、能力、倫理性】
＜4日目：5コマ（講義と演習）＞
⑪チームメンバーを下から支えるサーバント・リーダーシップ【奉仕、支援、自己犠牲】
⑫チームメンバーを下から支える「サーバント・リーダーシップ」（課題を用いた演習）
⑬モチベーションを鼓舞するリーダーシップ【モチベーション、コーチング、感謝】
⑭チームメンバーのフォロワーシップ【フォロワーシップ、積極的関与、独自の考え方】
⑮優れたチームを作るために（総括）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業の途中で課される課題への解答の精度（２５％）、課題や議論への参加態度（２５％）、レポートの品質（５０％）を総合して成績を評価
する。

成績評価の方法　/Assessment Method

（１）授業開始前までに、あらかじめ授業計画に記載してある各回のキーワードについて、その概念を調べたうえで、出席するようにしてくだ
さい。
（２）授業終了後、疑問の残っている点をノートに書き出したうえで、次の日の授業に出席してください。その疑問について授業の中で発表し
ていただき、議論します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中講義で開講しますので、１コマだけ休むということが難しい授業です。全コマ出席できることをあらかじめ良く確認して履修するようにし
てください。

履修上の注意　/Remarks

組織の職場において、どうすれば人は自律的なモチベーションをもって仕事に取り組むことができるか、相互に高質な協力連携をすることがで
きるか、また管理者の立場に立ってそれらをどのようなマネジメントによって引き出すことができるかを理論的根拠とともにそれを支持する実
証的な知見（データ）を添えながら講義を行います。それに加えて、受講者の皆様のご発言を頂きながら、理論と実践とを結びつけていきます
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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国際経営 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

国際経営（経営のグローバル化）に関する広い視野と深い洞察力、特に企業の国際事業戦略に関する専門知識やノウハウの取得を目的とする。
講義内容は大きく３部構成とする。第１部では国際経営の基礎概念、代表的な学説を概説した上、関係統計を通じて経営国際化進展の全体像を
掴む。第２部では、経営国際化に関わる戦略的な側面を中心に学ぶ。第３部ではケーススタディを行い、討論を通じて全体内容に対する理解を
深めていく。
自ら開発したケース教材を使用すると共に、国際ビジネスの現場経験を有する経営者または専門家をゲストに迎える予定。受講生のバックグラ
ウンドとニーズに大きなばらつきがあることに鑑み、初講義時にアンケートによる確認を行った上、３〜４人単位のグループ分けを行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布予定

亀井正義著　『企業国際化の理論』　中央経済社
湯沢威他著　『国際競争力の経営史』　有斐閣
吉原英樹編著　『国際経営論への招待』　ミネルブア書房
経済産業省編　『通商白書』　(各年版)
JETRO編　『世界貿易投資白書』　(各年版)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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国際経営 【夜】
アドバンスト科目

第１回     イントロダクション：講義の狙い、内容構成と進め方の説明
第２回　「経営国際化」、「多国籍企業」とは【企業の国籍】
第３回     多国籍企業の誕生、発展段階【株式会社誕生起源説】【4類型化】
第４回     企業の多国籍化の誘因【貿易摩擦回避型】【原価削減型】【PLC説】【資本余剰説】
第５回　 基本統計の解読【国際収支ベース】【対外・対内直接投資】【グローバル企業ランキング】
第６回　 多国籍企業の所有戦略【持ち分型】【非持ち分型】【技術供与契約方式】
第７回    渉外租税規制強化の動向【実効法人税率】【OECDの勧告】
第８回    多国籍企業の租税戦略 【RHQ】【タックスへイブン】【移転価格】
第９回　ケーススタディⅠ：パナマファイル
第10回　グループ討議
第11回    日系企業経営現地化の課題と挑戦【意思決定権限】【人事】【技術・ノウハウの移転】
第12回　日系企業に関する現地調査報告
第13回　ケーススタディⅡ：ホンハイによるシャープ買収
第14回　グループ討議
第15回　グループプレゼンテーション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート　50％
討論への貢献度　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

＊数回必読資料を配布予定
＊学習支援フォルダーにレジメや参考資料を掲載する予定で、事前学習をしておくこと
＊数回レポートを課し、評価して返送するが、評価コメントを吟味すること

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

紹介資料、配布資料を熟読すること
課題提出時間の厳守

履修上の注意　/Remarks

講義中にいつでも自由に質疑・発言する心掛けを！
自分の個性・強みをフルに出して下さい！

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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地域づくり総論 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

わが国は既に人口減社会に突入しており、経済活力の低下が深刻化しつつある。とりわけ、地方における経済活力の低下は極めて深刻な状況と
なっている。そのため、これまで以上に地域づくりや地域産業振興への関心が高まっている。しかしながら、従来的な行政中心の手法には限界
があり、行政の枠を超えたマネジメントのもとでの地域づくりや地域産業振興が求められている。
そこで本講義では、行政の枠を超えた地域づくりのケーススタディ等により、様々な担い手によって実行される地域づくりに必要な戦略やチー
ムマネジメントについて学ぶものとする。なお、本講義の到達目標は、①地域づくりの現場における課題を具体的に抽出できること、②地域活
性化につながる地域資源を具体的に発掘できること、③地域づくりを担う具体的なチームの体制を提案し、地域におけるリーダーシップのあり
方を理解できること、である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
その都度、指示します（基本はプリント配布）

Ｐ.Ｆ.ドラッカー「非営利組織の経営」ダイヤモンド社
Ｐ.Ｆ.ドラッカー「イノベーションと企業家精神」ダイヤモンド社
ロバート・Ｋ・グリーンリーフ「サーバント・リーダーシップ」英治出版
ジェームズ・Ｃ・コリンズ「ビジョナリーカンパニー【特別編】」日経ＢＰ社
広井良典「コミュニティを問いなおす」ちくま新書
塩沢由典・小長谷一之「まちづくりと創造都市―基礎と応用―」晃洋書房
吉本哲郎「地元学をはじめよう」岩波ジュニア新書
中川淳「経営とデザインの幸せな関係」日経BP社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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地域づくり総論 【夜】
アドバンスト科目

①地域の現状から「既に起こった未来」を探せ
【北九州地域の現状の確認：高齢化・都心空洞化・人口減少、人口構造、消費低迷】
②、③再都市化と都心機能の変遷
【北九州における再都市化の動向：中心市街地、再都市化、まちなか居住】
【都心における新しい潮流：深夜化・24時間化、生活拠点化、エキマチ化、歓楽街、都心劣化】
④、⑤中心市街地問題の真髄を考察する
【佐世保の街づくりケースによるディスカッション：地域コミュニティ、地域イベント、自助・互助・公助】
【中心市街地問題の諸相：地域コミュニティ、不動産問題、ジェントリフィケーション】
⑥、⑦地域づくりのケーススタディ（フィールド・ワーク）
【中心市街地の活性化：黒崎地区の実態（商店街、再開発、再都市化、コミュニティデザイン）】
⑧、⑨地域コミュニティの限界と可能性
【地域コミュニティとは？：公/共/私、地域/国家/地球、外部マネジメント、人的ネットワーク、ソーシャルキャピタル】
【ディスカッション：地域コミュニティの未来／地域づくりのために誰とつながるべきか？／地域コミュニティの拠り所とは？】
⑩、⑪事例に学ぶ地域資源と地域事業創造
【地域資源の発掘方法：まちづくり3法則、地域資源、差別化戦略、マーケティング戦略、由布院、日田】
【ディスカッション：北九州における未開の地域資源は何か？】
⑫、⑬地域づくりリーダーの真実（ゲスト講師を招聘）
⑭、⑮地域事業創造のためのフォーメーションとリーダーシップ
【地域事業創造に必要な構成要素：サーバントリーダーシップ、ソーシャルメディア、ダウンサイジング、地域協働】
【ディスカッション：これからの地域事業～どんな地域課題に対して、どんな地域資源を生かして、誰とつながるのか？～

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

街づくりケースに係るレポート（30％）、地域づくりに係るワークシートのアイディア（30％）、ディスカッションに対する貢献度（40％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習については適宜、資料や文献の確認・精読等を指示します。関心のある方は、可能な範囲で上記の参考書を読んで講義に臨んで下さい
。また、興味のある地域を自分の足で歩き注目した点や問題点をピックアップしておいてください。
事後学習については、講義に活用したパワポを学習支援フォルダにあげるので、復習・確認をしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

マーケティングや経営戦略といったベーシック科目をしっかり習得していることを期待する。また、できればパブリックマネジメントやソーシ
ャル・ビジネスの履修していることが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

ビジネスクールならではの知見を応用しつつ、地域づくりを多角的に捉えて、具体的な案件をとりあげて議論を深めたいと思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域事業創造、コラボレーション、すでに起こった未来、地域コミュニティ、ソーシャルキャピタル、ソーシャル・ビジネス、市街地活性化、
社会的課題、合意形成、地域協働、公共空間利用、地域資源、サーバント・リーダーシップ

キーワード　/Keywords

8916 /



会社法 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
高橋  衛 / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

会社法は、会社の組織や運営の基本的な枠組みを規定する法律であり、会社の誕生から消滅に至るまで、会社という形態を利用してビジネスを
行う場合に遵守しなければならない様々なルールを定めています。この講義では、会社のうち株式会社を中心に、会社のガバナンスやファイナ
ンス・M&A 等に関する法制度を説明します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回の授業で指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①オリエンテーション
②会社の種類
③株式会社の設立
④株式（１）【株主の権利】【株式の種類】
⑤株式（２）【株式の譲渡】【株主名簿】
⑥株式会社の機関（１）【株主総会】
⑦株式会社の機関（２）【取締役】【取締役会】
⑧株式会社の機関（３）【株式会社の監査・監督】
⑨株式会社の機関（４）【役員等の義務】【役員報酬】
⑩株式会社の機関（５）【役員等の責任】【株主代表訴訟】
⑪株式会社の資金調達（１）【新株の発行】
⑫株式会社の資金調達（２）【新株予約権】【社債】
⑬株式会社の組織再編
⑭企業グループ
⑮まとめ

なお、授業のスケジュールは進捗状況等に応じて変更する可能性があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表等のクラスへの貢献度…50％（会社法の裁判例を用いた事例報告を最低1回は担当して頂く予定です。）
レポート…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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会社法 【夜】
アドバンスト科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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管理会計 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
大崎　美泉 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

管理会計とは、企業の経営者や経営管理者がマネジメントを展開するために必要な情報を提供する会計で,　本授業はこの管理会計の理論、技法
について学んでいきます。
まず始めに、管理会計の特質、意義、体系について学習し、管理会計の全体像を把握します。
次に、経営戦略のための管理会計という観点から、経営戦略の策定における管理会計の役割について、さらに、マネジメント・プランニング・
アンド・コントロールのための会計という観点から、短期利益計画、損益分岐点分析、予算管理、事業部制会計に関する理論と技法について学
習します。
最後に、オペレーショナル・コントロールのための会計という観点から、生産管理その他の論点を理解するとともに、管理会計の新しい課題や
企業以外の組織体への管理会計の適用についても議論していきます。

本講義の到達目標は、以下の通りです。
　①専門分野の知識・理解：管理会計の知識を理解したうえで、実務における分析方法を修得する。
　②課題発見・解決能力　：企業の経営管理上の問題点を分析し、課題解決のための提案を行うことができる。
　③生涯学習力                  ：企業に止まらず、他の組織体のマネジメントにも知識を援用することができる。　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用せず、必要な資料を適宜配布します。

上總康行『管理会計』（新世社、２００７）
岡本清、尾畑裕、挽文子、廣本敏郎『管理会計（第２版）』（中央経済社、２００８）
櫻井通晴『管理会計（第６版）』（同文館出版、２０１５）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

8918 /



管理会計 【夜】
アドバンスト科目

　１．授業の方針、内容についての説明
　２．経営管理と会計、財務会計と管理会計　【会計の目的と機能】【ＰＤＣＡ】
　３．管理会計の発展系譜と管理会計の体系　【経営管理組織】【計画と統制】
　４．経営戦略の意義と管理会計の役立ち　【経営戦略論の展開】【環境分析と自社分析】
　５．競争戦略とＰＰＭ　【利益目標】【事業の魅力度】
　６．原価企画　【製造環境の変化】【原価企画のステップ】
　７．投資の経済計算　【回収期間法】【現在価値法】
　８．価格決定と価格戦略　【原価補償】【戦略的価格設定】
　９．短期利益計画と損益分岐点分析【総資本利益率】【自製か購入か】
１０．総合管理としての予算管理　【責任会計システム】【予算管理の基本機能】
１１．事業部制会計の概要　【分権化組織】【事業部の業績評価】
１２．内部振替価格と共通費の配賦問題　【原価基準と市価基準】【本社費】
１３．課業管理のための管理会計　【ＪＩＴ】【品質管理】
１４．管理会計の新課題　【ＢＳＣ】【会計情報システム】
１５．企業以外の組織体への管理会計の展開、授業のまとめ　【病院管理会計】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み(３０％)、発表等の授業への貢献（２０％）、レポート(５０％）を勘案して、総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

企業の実例を参考にした復習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

企業に関する新聞記事等に注意しておいてください。
「原価計算」や「経営学」に関する科目を履修している場合は、本講義の理解がより深いものとなります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営戦略、マネジメント・プランニング・アンド・コントロール、コスト・マネジメント、病院マネジメント、ＭＩＳ
キーワード　/Keywords
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経営倫理 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
吉浦　初音 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

経営倫理に関しては、ＣＳＲ（企業の社会的責任）、リスク管理、コンプライアンス（法令遵守）、コーポレイトガバナンスなど様々なワード
が溢れているが、それらを正しく理解している経営者・ビジネスパーソンは意外に少ないのではないだろうか。本講義では、まずこれら概念の
再整理を行いたい。またこれら概念は日々のビジネス取引や業務と乖離するものとして観念されてはならず、関連法令が設定する保護法益（原
理）を学び、それを日々の契約や具体的業務に反映させることこそが経営倫理の実践である。よって特定の法分野にフォーカスし講義とケース
スタディを通じて、経営倫理と法的リスクコントロールの重要性を体感させることを本講義の目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。プリントを配布する。

·高巌著『ビジネスエシックス[企業倫理]』2013年、日本経済新聞出版社
·マックス・Ｈ・ベイザーマン著／池村千秋 訳『倫理の死角－なぜ人と企業は判断を誤るのか』2013年、NTT出版
·塩野誠／宮下和昌『事業担当者のための逆引きビジネス法務ハンドブック』2015年、東洋経済新報社
·淵邊善彦『ビジネス法律力トレーニング』2013年、日経文庫
·㈱KPMG FAS／有限責任あずさ監査法人『不正防止のための実践的ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ』2011年、東洋経済新報社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　序論－ＣＳＲ・リスク管理・コンプライアンス
②　契約社会の諸原則とソフトロー
③　会社の機関設計
④　取締役責任
⑤　リスク管理
⑥　公正な競争(1)独占禁止法は何を実現したいのか
⑦　公正な競争(2)ケーススタディ
⑧　労務管理(1)労働市場と労働法令
⑨　労務管理(2)ケーススタディ
⑩　企業に求められる透明性と情報開示
⑪　コンプライアンス体制の構築
⑫　Ｍ＆Ａ(1)概論－企業再編の手法
⑬　Ｍ＆Ａ(2)概論－Ｍ＆Ａ手続き
⑭　グローバル法務の潮流
⑮　Ｍ＆Ａ演習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への取り組み態度（発言・質門を通じた貢献）50％、課題または（及び）小テスト30％、グループ演習（発言・提出物の内容）20％
成績評価の方法　/Assessment Method
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経営倫理 【夜】
アドバンスト科目

事前学習については特に必要ない。講義後には配布レジュメを復習するほか、紹介されたケースにつき自らのアプローチを再考するとともに、
最近の問題事例等に当たってみることが望ましい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

企業を取り巻く利益関係は複雑で、企業倫理とはそれら様々な利益にいかに優先順位を付け、調整をとるのかという問題です。多くの場合、絶
対的正解はありません。講義の中で紹介するケースや企業倫理・法務に関する潮流について、自分なりに捉えることが重要です。法令や取引に
関する法的知識・経験値が少ない学生も躊躇することなく、疑問・質問を投げかけることで講義に貢献してください。

履修上の注意　/Remarks

ピーターＦドラッカーは著書『マネジメント』の中で「真摯さ（Integrity）に欠けていたのでは、いかに知識があり才気があり仕事ができようと
も、組織を腐敗させ業績を低下させる。」（上田惇生訳）と述べています。欧米ではコンプライアンス施策を「Integrity Program」と呼ぶように
、「真摯さ」の実現がコンプライアンス（法令遵守）です。
ビジネススクールでこれら概念や法令を学ぶことで、よき経営者・マネージャーとしての資質を磨いていただきたいと考えています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公平性（Fairness）、保護法益、説明責任、臨床・予防・戦略法務
キーワード　/Keywords
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財務諸表分析 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
任　章 / NIN Akira / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　ベーシック科目であるアカウンティングの知識を基に、本講座では財務会計領域の知識を幅広く積み上げ、意思決定、証券市場、さらには公
認会計士による情報保証の問題を、末広がりに考察対象に加えてゆく。本講座は慣習的な「会計学の講義」を展開することを意図するものでは
ない。むしろ、刻々と変化するビジネス環境の下で、意思決定者は会計情報をいかに分析し、解釈し、自らの行動を選択するものか、そうした
事柄を自発的に考えさせる機会を提供する。思考プロセスにあってはむろん、国際会計基準（IFRS)の考え方を学び、その発想方法を援用するこ
ともあろう。
　本講義の到達目標は、履修者に財務諸表分析の視点を与え、受講終了後、受講者が決算報告書（アニュアル・レポート）を分析、解釈、評価
し、意思決定に必要な情報を、自在に取り出せるようになることである。前提科目たるアカウンティングの上位に位置する科目ではあるものの
、より実際的、実践的に財務報告数値に対峙し、経営的判断のベースを得ることができるだろう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
任　章著『アカウンティングと財務諸表分析』 第10版　無償頒布
（ベーシック科目たるアカウンティングの授業で配布したテキストを継続使用する）

・（下記、例としてのものであり、推薦できる図書は実のところ数多い）
田中建二著『財務会計入門』中央経済社
あずさ監査法人編『有価証券報告書の見方・読み方』清文社
（但し授業にては全く用いず、購入は任意である）
・任章著（2017）『監査と哲学－会計プロフェッションの懐疑心－』同文舘（会計学の概念と学問的定義、会計学の歴史、会計監査基準の展開
、アメリカ会計界のダイナミズム等を知る上では参考にしていただけると思います）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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財務諸表分析 【夜】
アドバンスト科目

ベーシックの「アカウンティング」講座の応用編として、主として以下の如きコンテンツに関わる理解を深め、各々モジュールにして組み立て
、財務会計全般の知識の体系化を図る（プレゼンテーションの時間を相当程度まで要するため、講義順は変わることがある）。
①オリエンテーション：本講座でカバーされる領域と目的、課題等について。財務諸表分析をすることの意義。
【オリエンテーション】
②財務諸表書式の連関関係について：P/LとB/Sの連関。未実現損益の処理と包括利益の表示など。
【財務諸表のフォーマット】
③キャッシュフロー計算書の作成とその分析方法について。
【キャッシュフロー】
④利益操作の意図と報告利益品質について。
【アーニングズ・マネジメント】
⑤SFAS、IFRS 等、会計基準（GAAP ）の各論について。
【GAAP】【IFRS】【SFAS】
⑥財務諸表分析とその応用：企業価値評価に向けての展望。
【財務諸表分析】
⑦（英文）アニュアル・レポートのコンテクスト、さらには脚注情報の理解。
【アニュアル・レポート】
⑧上場企業に対する制度会計の枠組み、不正の摘発、米国SEC 行政処分事例の実際等。
【SEC】
⑨内部統制さらには財務諸表の信頼性保証とリスクについて。
【監査】
⑩バランスシートと会計的論点について（減損会計、時価会計等）。
【B/S イシュー】
⑪P/L と会計的論点について。
【P/L イシュー】
⑫証券市場規制と企業のディスクロージャー行動について。
【ディスクロージャー】
⑬会計情報と投資意思決定について。
【投資意思決定】
⑭財務諸表分析のWrap-up.
【財務諸表分析】
⑮財務会計の知識のアプリケーションと応用。
【アプリケーション】...以上に代表されるテーマについての理解を、受講者の知識経験のレヴェルにあわせて深めて行く。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートの質(20%程度）、プレゼンテーション[＝自ら選択した企業の財務諸表分析]の積極性やディスカッションに際しての貢献度(10%位
）、試験の成績（2回実施で70%位）、等を適宜ウェイト付けし、総合的に100%にして判断します。

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業内容についての質問は教室のみならず、メールにても随時受け付け、個別に返答、あるいは学内イントラシステムを介して回答しま
す。講義回終了時に可能な限り、次回の範囲を予告します。事前学習は軽く、その該当箇所のコンテンツにイメージを持つ程度で良いでしょう
。事後学習は、講義時間中の説明でわからなかったところを教員に質問し、かつ、その後のミニテストに備えて、用語、計算式の両方に習熟し
て行くことが望まれます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

必要があればその都度伝えます。各回配布済プリント等も、忘れず毎回、授業に際し持参してください。簡易な電卓も持参されると良いでしょ
う。
財務諸表分析の講座ではありますが、計算上の分析にとどまらず、結果的には会計の機能や役立ちを幅広く俯瞰する科目になります。

履修上の注意　/Remarks

教員は、履修者が自らの会計的視点を確立するための、ファシリテーターとしての役割を果たします。履修者自身が選んだテーマで、プレゼン
テーションをしていただく機会を設けます。ご自身の理解を深めるため、さらに、得られた知識や知見を、教室参加者と広くシェアするために
、ぜひ積極的に取り組んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

上記の中でも特に、GAAP、IFRS、B/S、P/L、財務諸表分析、意思決定。
キーワード　/Keywords
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人材マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

企業戦略達成に向けた人材マネジメント（人的資源管理・人事労務管理）の実践の基礎を学ぶ。企業の人材マネジメントを構成する各機能にま
つわる理解を基礎に、それらを結合して企業の人材マネジメントシステムを作り上げるための視点の学習を進めていく。各講義回では、ミニ・
ケースや雑誌・新聞記事を読み、あるいは映像を見て事例分析やケース・ディスカッションを行い、人材マネジメントにまつわる基礎的な諸理
論・枠組みの理解と実践力の向上を図る。
本講義の到達目標は、人材マネジメントを実践するうえでの基礎的な知識を習得することである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料を配布する。なお、ケース教材を用いる場合、そのケース代金（1 冊千数百円）が追加的に必要になる場合があるので注意されたい。
なお、企業の人材マネジメントについての初学者は、参考書のいずれかの通読を強く推奨する。

守島基博『人材マネジメント入門』日経文庫,2004年.
高橋俊介『人材マネジメント論　新版』東洋経済新報社,2006年.
フェファー『人材を活かす企業』翔泳社,2010年.
今野浩一郎&佐藤博樹『人事管理入門<第2版>』日本経済新聞社,2009年.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

#1　ガイダンスと戦略的な人材マネジメント（１）【SHRM、戦略人材】
#2　戦略的な人材マネジメント（２）【SHRM、人材像】
#3　戦略的な人材マネジメント（３）【人材ポートフォリオ、HRMシステム】
#4　フロー・マネジメント（１）【採用マネジメント】
#5　フロー・マネジメント（２）【ハイ・パフォーマー】
#6　評価・報酬マネジメント（１）【社員格付け制度、職能資格制度】
#7　評価・報酬マネジメント（２）【能力主義、成果主義】
#8　評価・報酬マネジメント（３）【インセンティブ、昇進マネジメント】
#9　評価・報酬マネジメント（４）【評定尺度、行動基準】
#10　人材育成（１）【OJT、Off-JT、知的熟練】
#11　人材育成（２）【ジョブ・ローテーション、一皮むける経験】
#12　フロー・マネジメント（３）【定年、アウトプレースメント】
#13　労使関係【5factor、集団的労使関係、個別的労使関係】
#14　戦略的な人材マネジメント（４）【HPWS、パフォーマンス・マネジメント】
#15　戦略的な人材マネジメント（５）【企業変革、CHO】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発言など授業への寄与度40％、期末レポート60％
成績評価の方法　/Assessment Method
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人材マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

毎回、事前学習教材と問いを指定し、事前学習向けに参考図書の章を指定するので、それらに対する事前学習をしっかり行うこと。また、講義
で理解が進まなかった点について復習を行うことに加えて、発展学習として指定した書籍・論文などを閲覧し、理解をさらに深めることが期待
される。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「人材マネジメント」は、戦略達成のために企業が従業員の貢献を引き出すために行う、主に企業視点のマネジメントであり、「人事労務管理
」や「人的資源管理」とも呼ばれるものであることに注意されたい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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地域産業 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
江本　伸哉 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　まず前半で北九州経済圏の産業がどんな特性をもっているのかについて、その歴史的経緯、労働者気質、製造業・サービス業の比較を通じて
包括的に学びます。何はともあれ、その産業集積を通じて北九州経済圏に多くの雇用と所得と消費と税収をもたらす地域の主導産業の変遷、課
題とその解決法について、通説や思い込みを拝して、データを基に客観的に学びます。
　後半はケーススタディです。日本経済が少子高齢化に伴う生産年齢人口（15～64歳）の減少による内需の持続的縮小という厳しい現実に直面
する中で、個別の九州・山口企業が生き残りと成長維持を求めて実践しているアジア戦略について、10社の事例を紹介します。
　北九州経済圏を含む九州・山口地区は、日本の中で最もアジアに近接するという地理的な優位性に恵まれているのは周知のとおりですが、掛
け声だけでなく、その強みを本当に生かして成功している企業は意外に少ないのが実情です。こうした中で自社の経営資源を冷静に分析し、ア
ジアを工場あるいは市場として位置づけて、果敢に事業を展開している企業を紹介します。
　海外事業は国内とは異なり、様々な困難が伴いますが、それをどのように克服したのか。また、進出先のアジア主要国の経済の強みと泣き所
についても解説します。
　授業の進め方は、教員による一方的な講義に終始せず、受講生とのディスカッションの時間を設けます。多様な経験・知識をもつ社会人大学
院生の皆さんによるアップデートな情報提供、リアルな質問、問題提起を大いに歓迎します。
　授業の到達目標は以下の３点です。
　①　北九州経済圏の産業特性とその課題を、その歴史的経緯や労働者気質、製造業・サービス業の比較に目配りしなが
        ら、大枠で理解すること　
　②　九州・山口企業の生き残り・成長維持の生命線であるアジア戦略のポイントを把握すること
　③　①、②で得られた知見から北九州経済圏での企業経営あるいは自治体経営に何が必要かを、自らの所属組織、職業
        に即して自分で考え、提案する力を身につけること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業の度にプリントを配ります。それ以外に必要な場合は、その都度指示します。

・藤原利久・江本伸哉著『シームレス物流が切り開く東アジア新時代―九州・山口の新成長戦略―』（西日本新聞社、1,575　
 円）
・九州経済調査会編『九州・山口企業の海外進出２０１６』（2017年2月、3,240円）
・同『九州経済白書2013年　アジア最前線　九州のグローバル戦略』（2013年2月、3,240円）
・経済産業省九州経済産業局編『九州経済国際化データ2016』（2016年7月、インターネットから入手可能）九州経済調査協
  会「九州経済　2016」

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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地域産業 【夜】
アドバンスト科目

①　オリエンテーション　
（教員・院生自己紹介、授業の進め方について説明）
②　北九州の産業特性（１）歴史的経緯
（軍都→鉄都→車都……北九州の近現代史から学ぶ）　
③　北九州の産業特性（２）労働者気質
（炭鉱、製鉄所、自動車工場……我慢強い「協業」精神）
④　北九州の産業特性（３）製造業
（実は製造業は鉄も含めて、今もかなり頑張っている）
⑤　北九州の産業特性（４）サービス業
（斜陽化の原因はサービス業の伸び悩み、カギは空港）
⑥　九州・山口企業とアジア戦略（１）辻利茶舗と台湾
（小倉発抹茶スィーツ海外進出第１号、台湾の生活水準）
⑦　九州・山口企業とアジア戦略（２）日産九州と韓国
（シームレス物流による韓国製部品の安価・迅速調達）
⑧　九州・山口企業とアジア戦略（３）味千ラーメンと中国
（中国・熊本への店舗集中と中国の都市化、個人消費）
⑨　九州・山口企業とアジア戦略（４）ＴＯＴＯと中国
（トップブランド確立と中国人の最高・最新製品志向）
⑩　九州・山口企業とアジア戦略（５）安川電機と中国
（あえてロボット現地生産、人口ボーナス消滅で需要拡大）
⑪　九州・山口企業とアジア戦略（６）日本タングステンとタイ
（ＡＳＥＡＮ随一の工業国タイで超硬工具・金型生産）
⑫　九州・山口企業とアジア戦略（７）タカギとベトナム
（Ｃｈｉｎａ＋１の筆頭国でコスト削減、小倉で人材育成）
⑬　九州・山口企業とアジア戦略（８）九州電力とインドネシア
（地熱王国・九州での実績生かし、ネシアの電力不足に対応）
⑭　九州・山口企業とアジア戦略（９）黒崎播磨とインド
（内需先細りの耐火煉瓦、鉄鋼増産見込むインドで成長）
⑮　九州・山口企業とアジア戦略（１０）ユニクロとバングラデシュ
（宇部発祥・今も本社山口市、バングラ生産でＢＯＰ種まき）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート５０％、授業の取り組み姿勢５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

・授業前は、上に掲げた参考書のほか、日本経済新聞の「九州経済面」や「アジアBiz面」「企業面」、西日本新聞の「九州経済面」や「経済電
子版qBiz」などで九州やアジアの経済・経営情報に接することをお勧めします。
・授業後は、院生各自の問題意識や興味に沿って、自分自身で調べて、自分なりの考えを深めることを強くお勧めします。ちなみに、期末レポ
ートの課題は「授業の中であなたが最も関心をもった課題について、自由に調べ、自分なりの考えをまとめ、解決策を提案する」ことを予定し
ています。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

積極的な発言を歓迎します。多様なバックグラウンド（人生経験、職業経験、知識）をもつ社会人大学院生の皆さんによるアップデートな情報
提供、リアルな問題提起を大いに歓迎します。自分が直接見聞きした情報だけでなく、友人・知人、新聞・雑誌・ウェブなどメディアからの間
接情報でも構いません。情報提供をお願いします。

履修上の注意　/Remarks

教員として最新のデータや事例を授業に採り入れるように努力します。院生の皆さんからも随時、情報を提供いただけると、よりリアルに地域
産業の現状と課題を理解できると思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域の主導産業、産業構造、生産年齢人口、人口ボーナス・人口オーナス、ＡＳＥＡＮ
キーワード　/Keywords

8922 /



環境ビジネス 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

本講義では、リサイクルビジネスを中心として環境ビジネスのマネジメントについて学ぶ。第１に経済システムという視点から環境問題や環境
行動を考察する。第２に、環境ビジネス分野ごとの動向を把握し、現状分析と課題抽出を行い、その動向を探る。第3に、企業経営において必要
とされる環境行動について検討し、分析フレームワークに基づく課題解決のためのプランを検討する。その上で、環境問題の解決に結びつくよ
うなビジネスモデルを立ち上げることを想定したグループ学習を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義は基本的に配布プリントにて行うが、必要に応じて参考文献を指定する。

マイケルE.ポーター、マークR.クラマー「共通価値の戦略」『ダイヤモンドハーバードビジネスレビュー』2011年6月号。
ダニエル・Ｃ・エスティ／アンドリュー・Ｓ・ウィンストン（村井章子訳）『グリーン・トゥ・ゴールド』アスペクト、2008年。
そのほか、適宜講義の中で紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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環境ビジネス 【夜】
アドバンスト科目

①イントロダクション　
　　【環境ビジネスとは何か】
②企業活動と環境問題
　　【環境問題と企業活動の関係を考える】
③社会システムと環境問題
　　【持続可能な発展：市場・行政・社会のシステム】
④市場と環境問題
　　【市場システムを活用した環境問題解決手法】
⑤リサイクルビジネスの基礎
　　【リサイクルビジネスの分野と成長可能性】
⑥リサイクルビジネスの課題
　　【リサイクルビジネスの課題とその解決方法】
⑦環境ビジネスにおける顧客創造
　【顧客とは誰か？顧客創造とは何か？】
⑧環境ビジネスの市場分析と参入可能性１
　　【市場分析のフレームワーク】
⑨環境ビジネスの市場分析と参入可能性２
　　【プレゼンテーションとディスカッション】
⑩環境産業クラスター１
　　【環境産業クラスターの現状と課題】
⑪環境産業クラスター２
　　【環境ビジネスにおける戦略とCSV】
⑫現場から考える環境ビジネス１
　　【ゲストスピーカーによる講義と議論】
⑬現場から考える環境ビジネス２
　　【ゲストスピーカーによる講義と議論】
⑭課題発表とディスカッション
　　【課題設定にもとづきプレゼンテーションおよびディスカッション】
⑮課題発表とディスカッション
　　【課題設定にもとづきプレゼンテーションおよびディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への貢献度（発言回数、発表内容、建設的な議論への寄与など）：50％、課題の内容（レポートなど）：50％
成績評価の方法　/Assessment Method

原則として毎回課題を課すので、次回に授業までに準備しておくこと。課題の内容については、次回の授業のための資料の読み込みや論点の整
理、あるいは授業で得た知見を活用したレポート作成を予定している。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講に際しては、一方で環境問題や環境活動に対する固定観念を一度取り払うこと、もう一方で環境問題に関連する社会経済の動向に注意を払
うことを求める。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

環境問題、環境ビジネス、リサイクル、エコタウン事業
キーワード　/Keywords
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ベンチャー・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
山口　徹也 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

ビジネスは「顧客」から「カネ」を受け取ることにより成り立つものであるため、
「マーケティング」と「アカウンティング」は皆さんが身につけておかなければならない不可欠な要素と言えます。本講座は、これらの観点を
中心にして、スタートアップに必要なスキルを身につけることを主な到達目標としております。企業勤務者にとっても社内での新しい事業構築
や投資取引先を選定する際にも役に立つ内容です。中小企業の身近な事例を参考に「臨床ケーススタディ」をたくさん行います。さらに、ベン
チャー役員の実務経験や公認会計士・税理士の立場に基づき、皆さんに様々な実践的な議題を提供します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義ごとにレジュメを紙面配布（または、電子データ提供）いたします。

基本書及び統計解析等項目毎の専門書について、授業の最初にお知らせします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　イントロダクション：アントレプレナーマインド【起業家の要件】【ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｽﾄｰﾘｰ】
②　スタートアップ：【会社設立】【会社法】【税法】【ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ】【ｽﾋﾟﾝｱｳﾄ】【NPO】
③　戦略分析フレームワーク：【ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ】【ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾐｯｸｽ】【4P】
④　戦略分析フレームワーク：【仮説構築】【統計解析】【事業計画】
⑤　財務フレームワーク：【損益計算】【決算書】【KPI】【予算統制】
⑥～⑧　ビジネスゲーム：【会社経営疑似体験】【意思決定】【資金管理】【資金繰り表】
      【販売管理】【価格決定】【在庫管理】
⑨　事業評価フレームワーク：【NPV】【ROI】【ｴｸﾞｼﾞｯﾄ】【M&A】【生産性】
⑩　ケーススタディ：ベンチャー経営者（ゲストスピーカー）との座談会
⑪　ケーススタディ：地元企業を中心とした新規技術の紹介【AI】【VR】【IoT】
⑫～⑬　ファイナンス：【資金調達】【ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ】【銀行交渉】【ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ】
     【IPO】【ｽﾄｯｸ･ｵﾌﾟｼｮﾝ】【種類株】【資本政策】
⑭　プレゼンテーション：【事業計画】【稟議】【ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｻﾏﾘｰ】
⑮　コンテスト形式の相互評価、講評、全回の総括【社会貢献】【企業価値】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート‥４０％、小テスト‥３０％、ディスカッション等講義内総合評価‥３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

都度、メールによって予習すべきキーワードやレポートテーマをご案内します。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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ベンチャー・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

電卓等計算機器の持参をお願いします。ビジネスゲームでは日商簿記３級程度の会計知識を必要とします。隔週２コマ連続のスケジュールです
。

履修上の注意　/Remarks

知ったふりよりも、脳や手が自然に動く活かせる武器を身につけられることを目指します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

「授業計画・内容」をご参照下さい。
キーワード　/Keywords
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戦略的提携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
森永　泰正 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

■世界の4つの構造変化（三井物産戦略研究所資料より）
1）中国経済の減速（投資/生産主導から消費主導へ）
2）EUの分裂（英国の離脱に続く反EUを標榜する極右・極左政党の台頭）
3）シュール革命（エネルギー供給構造の変化と米国の立ち位置の変化）
4）Gゼロの世界（米国の相対地位の低下、カルトテロ集団と既存国家の対立）
■日本の経済と中小企業の課題
上記のように世界が大きく変化する中で、日本は相対的に安定しており、経済も為替を追い風に低いレベルですが成長を続けることが予想され
ます。然しながら成長に必要なイノベーション投資への企業の意欲は高くなく、徒に内部留保を積み上げています。資本金1億円未満の企業数は
国内280万社弱で98.9％。資本金10億円以上の大企業6千社弱を会社数では大きく上回るが、1社当りの経常利益率は大企業が7％に対し、3％を
下回っています（平均値）。
■中小企業の課題解決
収益力で大企業を凌駕する中小企業も散見されますが、成功の要因は秀でたイノベーションによる処が大です。イノベーションを単独で実現出
来る企業は増加していますが、他社との提携による収益拡大を実現している中小企業も多くなっています。資産を拡大することに躊躇する企業
家が多い中で、他社の資産を有効活用し自社の収益拡大に繋げていくことがイノベーションに並ぶ企業発展の要素の一つです。
また、北九州地域には歴史も実績もある中小企業が多く存在します。その経営者や後継者の中に、自社パフォーマンスの天井を決めつけて、外
部環境の波に漂っていると思われる存在があるように感じますが、その方々にK2BS関係者が是非課題解決の道筋を見せて頂けるように授業を進
めたいと考えています。
■授業では、他社との提携を戦略的に進める手法としてM&A、Open　Innovation、Soft　Allianceなどにつき企業活動の中で実施されている実態
をもとに、受講者が戦略的提携を実際に行うことを前提に検討を重ねます。特にM&Aはイノベーションの機会に恵まれない国内企業が需要減少
に対応するために重要な施策として進めており、授業の重要な要素となります。
■講師は2015年3月まで総合商社の営業部門の一つで営業企画を担当。担当分野での再編・連携の実態を紹介し、特定企業の業績の変化等の事実
を通じ、リーダーとして必要な資質についても議論します。
■講義の進め方は、授業の前半30分程度で国内外の経営環境につき講師が所見を述べ受講者と自由討議を行います。その後は、予め出題の設問に
つきグループにて議論して頂き、結果発表と講師が解説並びに評価を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を都度事前に準備します。

ヘンリー・ミンツバーグ「MBAが会社を滅ぼす」日経BP
クレイトン・クリステンセン「経営論」ダイヤモンド社
NHKスペシャル取材班「新日鐵vsミタル」ダイヤモンド社
嶋田賢三郎「責任に時効なし　小説　巨額粉飾」アートディズ社
野中郁次郎・勝見明「イノベーションの知恵」日経BP
吉川洋「人口と日本経済」中央公論新社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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戦略的提携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション　　 【BS、PL、CFの見方、DCF等企業価値算出、会社法・独占禁止法などの基礎、取締役、監査役の
                                    仕事の確認】
② M&A模擬交渉　　　　【買う立場】その1
③ M&A模擬交渉　　　　【買う立場】その2
④ M&A模擬交渉　　　　【買う立場】その3
⑤ M&A模擬交渉　　　　【買う立場】その4
⑥ M&A模擬交渉　　　　【売る立場】その1
⑦ M&A模擬交渉　　　　【売る立場】その2
⑧ M&A模擬交渉　　　　【売る立場】その3
⑨ M&A模擬交渉　　　　【売る立場】その4
⑩ カネボウ　　　　　　　  【事業多角化の課題】
⑪ カネボウ　  　　　　　　【ｶﾈﾎﾞｳの蹉跌と花王の課題、企業買収の留意点】
⑫ 国内電炉 　　　　　　　【東京鉄鋼と共英製鋼の統合破談、公取審査の実例】
⑬ 国内電炉　　 　　　　　【東京鉄鋼のソフトアライアンス戦略】
⑭ 種類株式 　　　　　　　【社外陣営に於ける経営関与の課題】
⑮ 提携についての纏め 【纏め】
（尚、⑩以降は受講者の要望に応じ内容を変更することも予定しております）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

① 平常の講義への参加70％
② レポート30％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：事前配布の資料に目を通して頂き、設問の論点を理解頂きます。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

① BS等会社財務についての理解が前提となりますので、希望者には別途補講を行う予定です。
② 希望される方には、ご自身が所属する企業の財務分析を行い、経営支援を行います。希望者が多数の場合は、後期の
　　時間も使用させて頂きます。その場合、当該企業の定款、組織図、人事制度、就業規則、3～5年連続の3表（BS、PL、
    CF）、並びに事業計画（中期経営計画）を利用します。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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フィナンシャル・インベストメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

さまざまな金融商品のリスク・リターン特性、証券市場の価格決定メカニズムを学んだうえで、ポートフォリオの運営やデリバティブの活用法
などについて実例を交えながら学ぶ。具体的には、金融・証券市場、投資の基本概念、債券投資、株式投資、効率的市場と行動ファイナンス、
現代ポートフォリオ理論、デリバティブなどについて、実例を通して学び、自ら分析できるようにする。そして、分析手法をケース・スタディ
に応用して、実践的な分析力を養い、適切な経営判断ができるようにする。
到達目標は以下のとおり。①投資の基本概念を理解し、投資分析ができるようになる、②ポートフォリオ理論を理解し、証券データを使って分
析できるようになる、③デリバティブの仕組みと利用法を理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ブリーリー＆マイヤーズ＆アレン（著）藤井眞理子・国枝繁樹（監訳）(2014年)『コーポレート・ファイナンス（第10版）　上』、『同　下』
日経BP社

〇ボディ＆マートン＆クリートン （著）大前恵一朗（訳）(2011年)『現代ファイナンス論　原著第2版』ピアソン
〇三井住友信託銀行マーケット事業（2013）『第5版　投資家のための金融マーケット予測ハンドブック』NHK出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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フィナンシャル・インベストメント 【夜】
エグゼクティブ科目

① イントロダクション　【ファイナンス】
② 金融市場と金融資産
　【市場】【債券】【株式】【派生商品】【機関投資家】
③ 投資の基本概念
　【現在価値分析】【投資収益率】
④ 債券投資分析（１）債券の評価
　【最終利回り】【債券価格】【イールド・カーブ】
⑤ 債券投資分析（２）債券のリスク
　【デュレーション】【金利リスク】【信用リスク】
⑥ 株式投資分析（１）普通株式の価値
　【株価】【代表的指標】【配当割引モデル】【ゼロ成長モデル】【定率成長モデル】
⑦ 株式投資分析（２）普通株式の価値
　【利益と投資機会】
⑧効率的市場と行動ファイナンス（１）
　【効率的市場】【アノマリー】【市場の効率性】
⑨効率的市場と行動ファイナンス（２）
　【行動ファイナンス】【裁定取引】
⑩ ポートフォリオ理論（１）リスクとリターン
　【収益率】【分散】【標準偏差】【分散投資のリスク軽減効果】
⑪ ポートフォリオ理論（２）CAPM（資本資産評価モデル）
　【資本市場線】【効率的フロンティア】【証券市場線】
⑫ ポートフォリオ理論（３）ケース・スタディ　　
⑬ デリバティブ（１）オプション
　【コール・オプション】【プット・オプション】【オプションの価値】
⑭ デリバティブ（２）オプションの価値評価
　【二項モデル】【ブラック＝ショールズ・モデル】
⑮ デリバティブ（３）リアル・オプション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

クラスへの貢献度　30パーセント
課題の提出　　　　70パーセント
※学生が授業に出席することは前提のため、欠席はマイナス評価となります。

成績評価の方法　/Assessment Method

日本経済新聞を購読して、ファイナンスの知識を活かし自分の考えを持って批判的に読んでください。
課題をすらすら解けるようになるまで復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「ファイナンス」を履修しておくこと。
「ファイナンス」で学んだ知識と分析能力はこの科目の前提となるので、復習しておくこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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中国ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
田端　弘道 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

中国はまだまだ魅力ある市場であると共に世界への生産基地である。
ここ最近ではチャイナリスクが現実味を帯びて囁かれるようになって
きたが、このリスクを乗り越えればビジネスチャンスがある訳である。
本講義はゼロから中国市場に取り組み、生産、販売の事業で成功した
モデル企業を題材に多くのビジネスモデルを通して検証する。
中国で駐在し経験した立場から、また中国に留まらず米州、欧州、アジア
での経験からグローバルビジネスの考え方を伝授したいと考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に設定はしない。
必要に応じてプリントを配布する。

事例に関する図書を授業で配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．イントロダクション　　　　（講義内容の構成）
２．中国事業の歴史と展開
３．成功要因　　　　　　　　　（販売チャネル、ブランド戦略）
４．成功要因　　　　　　　　　（統括会社、ローカル人財）
５、６．他社事例
７、８．ブレーンストーミング
９．販売戦略　　　　　　　　　（商慣習、アフターサービス）
１０．マーケティング　　　　　（広告宣伝）
１１．危機管理　　　　　　　　（知的財産、カントリーリスク）
１２．製造拠点の考え方　　　　（地産地消）
１３、１４．グローバルビジネス
１５．まとめ、総合討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

１．授業への参加姿勢　（30％）
２．課題に対するレポート　（40%）
３．授業中の課題に対する回答の考え方　（30％）
上記１～３を基に総合的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

8927 /



中国ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

事前にプリントを配布するので事前学習として読み込んで来る事。
事後については課題に対するレポートの提出。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中国ビジネスに関する知識の有無は前提としない。
グローバルビジネスの感覚を身に付けようとする意欲は必須。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

中国ビジネス
国際ビジネス
グローバル

キーワード　/Keywords
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環境政策 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
松岡　俊和 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

北九州市はOECD緑の成長都市モデルに選定されるなど国内外から環境都市として高い評価を得、都市の成長エンジンとして「環境」を掲げて
いる。（Green　Growth　City）
その環境の取組について、公害、廃棄物、エネルギー等の個別要素単位に、ディスカッションを主体とした解析と、北九州市の環境政策をとり
まとめたOECDレポートの改めての検証を行う。最後に、北九州市が地域政策としてGreen　Growth　Cityを推進していく上での方向性、今後の
取組のあり方をとりまとめる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
OECDグリーン成長スタディ「北九州のグリーン成長」

北九州の環境政策にかかるOECDレポート（適宜コピーを配布）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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環境政策 【夜】
エグゼクティブ科目

① 環境政策総論①
　　【講義の趣旨・進め方、北九州市の環境政策の概要】
② 環境政策総論②
　　【時代の変遷とともに拡がる環境政策】
③ 公害克服の歴史を考える
　　【公害事象、公害対策、クリーナープロダクション】
④ 環境問題と各セクターの関わりを考える
　　【住民運動、リスクコミュニケーション、環境教育】
⑤ 一般廃棄物処理事業を考える
　　【廃棄物処理の歴史、ごみの有料化、行政と住民の役割分担】
⑥ エコタウン事業を考える
　　【誕生秘話、環境産業化、社会経済との融合】
⑦ 低炭素社会づくりを考える
　　【地球温暖化対策、環境モデル都市、環境未来都市】
⑧ エネルギー政策を考える
　　【北九州市のエネルギー事情、再生可能エネルギー、地域エネルギー政策】
⑨ 環境の街づくりを考える
　　【東田グリーンビレッジ構想、街づくりの主体】
⑩ スマートコミュニティ事業を考える
　　【地域節電所、スマート社会】
⑪ 環境国際協力を考える
　　【自治体と国際貢献】
⑫ 環境国際ビジネスを考える
　　【感謝されるビジネス】
⑬ OECDレポートを検証する①
　　【レポートが掲げる成果】
⑭ OECDレポートを検証する②
　　【レポートが掲げる提言】
⑮ 緑の成長に向けての提案とりまとめ
　　【自らが考える緑の成長】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加姿勢（３０％）、授業中のディスカッションへの貢献度（４０％）、課題レポート（３０％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には、授業の復習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

環境政策に対して、社会的側面、経済的側面など多方向から切り込んでいく意欲のある学生を期待しています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

北九州市の環境政策、緑の成長、サステナビリティ、多様性、国際展開
キーワード　/Keywords
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医療マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
小野村　健太郎 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

医療の歴史を振り返りながら、現代の医療とりわけ日本の医療の現場において、何が課題なのかを分析し考察する。医療マネジメントは、これ
らの課題に医療従事者が積極的に取り組み、質の高い医療を効果的に患者に提供するための一連の創造的活動である。医療マネジメントの理論
を正しく効率的に現場で活用するためには、医療経済、医療制度、法、安全管理や組織論に精通する必要がある。これらを実用的な立場に立っ
てわかりやすく解説する。また、医療従事者が医療マネジメントの専門的知識を正しく修得し得たとしても、高い倫理観に裏づけられた適正な
リーダーシップを発揮できなければ、上述の課題は解決には向かわない。リーダーシップに関する従来の知識や理論に対する誤解を具体例を挙
げて指摘し、誰もが医療マネジメントに精通したリーダーとなり得ることを解説する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回、資料を用意します。

患者塾、毎週火曜日毎日新聞西部本社版に連載中
厚生労働白書、平成２５年版、厚生労働省編
医療マネジメント、真野俊樹、2004、日本評論社
ベーシック医療問題（第４版）、池上直己、2010、日本経済新聞社
マネジメント－基本と原則、PFドラッカー、上田惇生編訳、2001、ダイヤモンド社
入門・医療倫理１、赤林朗編、2005、勁草書房
リーダーシップ、Harvard business review、2002、ダイヤモンド社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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医療マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

①医療マネジメントとは?　そして、今なぜ医療マネジメントなのか?
　患者医師関係を中心に医療の歴史を振り返ったあと、医療をマネジメントすることの必要性とその方法論を解説する。
②マネジメントとは?
  ドラッカーのマネジメントの理論を概観し、医療の現場においてマネジメントに何ができるのかを考える。
③医療において何が問題なのか１
　医療サービスの支払い方式を中心に各国と日本の医療保障制度を比較検討し日本の医療
の問題点を浮きぼりにする。
④医療において何が問題なのか２
　医療費を適正化し医療の質を向上させるために何が課題なのかを解説する。
⑤医療において何が問題なのか３
　医療従事者に必要な意識改革と患者に必要な意識改革について述べる。
⑥医療マネジメントの基礎知識１　１.医療と医療の費用に関わる法制度の変遷
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　２.ＤＰＣの正しい理解と実践のために
⑦医療マネジメントの基礎知識２　医療従事者のための医療経済学と医療政策
　医療における経済的評価の理論と実際を、実例を挙げながらわかりやすく解説する。
　また、医療政策が何を目指すべきかについて概説する。
⑧医療マネジメントの基礎知識３　生き残りのための経営戦略
　基準病床数の存在や医局制度による人事など、医療機関の経営戦略の特異性に言及しながら、医療機関の生き残りのためのマネジメントを解
説する。
⑨医療マネジメントの基礎知識４　収益管理とコスト管理
　医療においては、「収益管理からコスト管理へ」の時代と言われる。その背景と具体的なマネジメントについて解説する。また、資金管理と
投資、資金調達についても触れる。
⑩医療マネジメントの基礎知識５　組織を活性化するために
　人材管理やチームマネジメント、ＴＱＭ、オペレーションマネジメントについて解説する。
⑪医療マネジメントの基礎知識６　医療機関のＩＣＴ戦略と安全管理
　医療機関のＩＣＴの発達とともに安全管理の取り組みも大きく変貌している。医療機関のＩＣＴ戦略と見逃しがちな安全管理の落とし穴につ
いて詳説する。
⑫医療マネジメントに求められる医療倫理とは?
  実例として、尊厳死を求める瀕死の患者の家族に医療現場はどう対応すればいいのか－を考えながら、「医療倫理」の問題点と必要性を解説す
る。あわせて患者満足についても考える。
⑬リーダーシップに関する最近の考え方
　ハーバードビジネススクール等におけるリーダーシップの最近の理論を概観する。
⑭医療マネジメントのためのリーダーシップ
　医療現場におけるリーダーシップの特異性を考察する。その上で、職種にかかわらず地域と医療現場のリーダーとなることの必要性と可能性
について述べる。
⑮まとめにかえて　医療事故謝罪記者会見シミュレーション
　医療事故は、まさかのものではなく残念なことにごく身近なものになっている。あなたの現場でも起こりうる医療事故を想定し、現役の報道
記者にも立ち会ってもらい、謝罪記者会見のシミュレーションを行う。このシミュレーションを通じて医療マネジメントの意義を総括したい。
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み（毎回講義終了後にレポートを提出） ５０％、
レポート（すべての講義終了後に提出） ５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

講義後には、内容を８００字程度にまとめて次回講義の際に提出すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業は、「つづきもの」として連続性を持たせた授業計画になっているので、授業の始めに前回分を簡単に振り返ったあとで新しい内容の講義
に入る予定です。

履修上の注意　/Remarks

医療マネジメントは、医療従事者のみのものと考えられがちですが、「賢い患者」として効率的に医療を利用するためにもきわめて有用な情報
を提供してくれます。医療従事者以外の方でも、少しでも関心のある方は、ぜひ気楽な気持ちで履修してください。
また、基礎知識や医療現場の実体験がなくても、講義を楽しみながら「医療マネジメント力」を身につけることができるように、授業計画と内
容を工夫したつもりです。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

医療問題、マネジメント、医療経済学、コスト管理、医療政策、患者満足度、医療倫理、リーダーシップ
キーワード　/Keywords
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福祉マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
今村　浩司 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　社会福祉の領域では、現代社会の変遷とともに、より高度で多様化したサービスの提供が求められるようになってきた。それに応えるために
は、安定的かつ効率的な組織運営、経営管理を担うマネジメント能力が必要である。さらには、福祉サービスを必要とする利用者に対して、直
接的な援助活動はもとより、福祉事業の経営管理、福祉施策・制度についての知識も必要不可欠である。
　そこで本講義では、社会福祉サービスの提供の実際を把握した上で、マネジメントの対象である人、専門職、組織等を中心に、社会福祉サー
ビスにおける問題を多面的視点から捉え、分析できるための基本的な知識を習得することを目標に進めていく。
　授業の方法論として、受け身的な講義中心ではなく、院生が主体となって展開できるよう参加型講義を心掛ける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定なし。適宜、資料を配布する。

「ＩＰＷを学ぶ　～利用者中心の保健医療福祉の連携～」埼玉県立大学編　中央法規　2009
「多職種連携の技術（アート）　地域生活支援のための理論と実践」野中猛著　中央法規　2014　等

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①イントロダクション
②現代社会と社会福祉
③社会福祉の現状
④社会福祉の目標
⑤社会福祉サービスの実際（１）（福祉活動実践家をゲストスピーカーとして招聘予定）
⑥社会福祉サービスの実際（２）
⑦社会福祉サービスの実際（３）（福祉活動実践家をゲストスピーカーとして招聘予定）
⑧社会福祉サービスの実際（４）
⑨福祉領域におけるリーダーシップ
⑩福祉領域におけるリスクマネジメント
⑪福祉領域の探求①（院生のプレゼンテーション）
⑫福祉領域の探求②（院生のプレゼンテーション）
⑬福祉領域の探求③（院生のプレゼンテーション）
⑭福祉領域の探求④（院生のプレゼンテーション）
⑮福祉マネジメントの課題と展望（総まとめ）
上記は計画であり、講義の進捗状況によっては変更の場合もある。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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福祉マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

福祉領域を探求するプレゼンテーション５０％、講義に対する参加度と貢献度５０％
以上を目安として総合的に成績評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回講義終了時に、当日の事後学習と次回の事前学習の内容を指示するので注意しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高齢者、障害者、児童等の社会福祉領域をとりまく社会問題についての状況を把握し、問題意識を高めておくこと。
履修上の注意　/Remarks

本領域の主体的な学びを促すため、テーマを与え全員にプレゼンテーションを課す。
実践的内容を理解するため、福祉実践活動家をゲストスピーカーに招く。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

福祉マネジメント、福祉ビジネス、地域社会、社会問題、組織運営、経営管理
キーワード　/Keywords
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自治体政策 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
南　博 / MINAMI Hiroshi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　国と地方自治体の関わりの変化が進む現在、自治体が企画・立案・執行する「政策」が一層重要となってきている。一方、人口減少が進み、
また社会経済を取り巻く諸状況が複雑化・多様化し、さらに自治体財政の厳しい状況が続く中、地域に望ましい政策の形成に際しては様々な課
題に直面せざるをえない。
　こうした点を踏まえ、本授業の前半においては、自治体の政策形成等に係る手法や課題等を論じた上で、現在の政策のあり方に影響を与えて
いる事項や今後予想される議論の方向等について、事例なども踏まえながら総合的に考察する。後半においては、現在の自治体にとって喫緊の
課題であり、かつ企業活動や市民生活とも密接な関わりを持つテーマに焦点を絞り、ケーススタディを交えながら具体的な政策について考察し
、自治体政策を取り巻く諸課題や政策形成手法等への理解を深める。
　これらを通じ、本科目のDPに掲げる到達目標に達し、自治体政策への専門性向上および実社会での応用力向上を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
指定しない。授業ではプリントを配布する。

・真山達志（2001年）『政策形成の本質－現代自治体の政策形成能力－』、成文堂
・宮脇淳・若生幸也（2016年）『地域を創る! 「政策思考力」入門編』、ぎょうせい
・中邨章・市川宏雄編著（2014年）『危機管理学－社会運営とガバナンスのこれから』、第一法規
・『月刊　ガバナンス』、ぎょうせい
・『月刊　地方自治職員研修』、公職研
その他、必要に応じ、適宜授業中に紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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自治体政策 【夜】
エグゼクティブ科目

① イントロダクション
　　　【自治体政策のめざすもの】
② 政策形成とは（１）
　　　【政策形成の仕組み】
③ 政策形成とは（２）
　　　【政策形成に求められる視点】
④ 国、広域自治体、基礎自治体の果たすべき政策上の役割
　　　【地方分権】【規制緩和】
⑤ 政策の推進主体を巡る近年の議論
　　　【広域連携】【連携中枢都市圏】
⑥ 政策のあり方を巡る近年の議論（１）
　　　【行政改革】【公共施設マネジメント】
⑦ 政策のあり方を巡る近年の議論（２）
　　　【新しい公共】【PPP】
⑧ 政策のあり方を巡る近年の議論（３）
　　　【市民協働】
⑨ 政策のあり方を巡る近年の議論（４）
　　　【合意形成】【多様化する資金調達】
⑩ 政策研究I：　地方創生関連政策（１）
　　　【人口減少対策】【”地元定着”促進】
⑪ 政策研究I：　地方創生関連政策（２）
　　　【政策推進上の課題と今後のあり方】
⑫ 政策研究II：危機管理政策（１）
　　　【危機管理に求められる視点】【自治体BCP】
⑬ 政策研究II：危機管理政策（２）
　　　【熊本地震を巡る諸動向】【復旧・復興】
⑭ 政策研究III：にぎわいづくり政策
　　　【MICE誘致】【観光政策】
⑮ まとめ（総合討論）

※自治体政策を巡る最新動向や履修者の関心等を鑑みた上で、授業計画について若干の変更を行う可能性がある。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート５０％、授業の状況（質疑、意見等）５０％をもとに総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の最後に、次回授業のトピックを提示するので、次回授業までの間に新聞報道等で取り上げられた関連情報をピックアップして授業に臨む
こと。また、授業中に議論を行った事項や各自関心を持った事項について、各授業後に関連文献等を用いて調べ、理解を深めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

理論面に加え、できるだけ直近の自治体政策の動向への理解が深まるよう、事例紹介やディスカッション等を行う。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

政策形成、地方分権、合意形成、地方創生
キーワード　/Keywords
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モノづくり競争力の強化 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
杉山　新治 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

わが国は資源小国であり、製造業が勝ち残るためには、モノづくりの競争力で世界に優位に立たなければならない。メイド･イン･ジャパンとし
て世界トップのものづくり大国だった日本は、８０年代には勤勉さがもたらした高品質でその優位を保ってきたが、今やそれだけでは追い上げ
てきている諸国に足元を脅かされてきている。この現状を踏まえ、今後モノづくり競争力をどのような方法で強化すべきかを、実務家の視点か
ら、人材育成と工場運営のあり方、高品質のつくり込み方、生産性改善の重要性、生産技術の進化などに重点をおき、そのしくみや改善方法に
ついて事例を紹介しながら解説する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
雨澤政材（あめざわまさもと）著「トヨタで学んだ工場運営」日刊工業新聞社 2014年10月発刊 ￥２２００＋税、
（その他適宜資料のコピーを追加で配布）
（注）教科書は、初回講義時に小倉サテライトで購入してもらう予定です。

佐々木眞一著「トヨタの自工程完結」ダイアモンド社　￥１６００＋税
平井勝利著「よいモノづくりはよい人づくりから」日本規格協会　￥１６００＋税
遠藤　功著：現場論「非凡な職場」をつくる論理と実践　東洋経済新報社￥１８００＋税

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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モノづくり競争力の強化 【夜】
エグゼクティブ科目

講義方式に加えて、DVDやプロジェクターを活用し、分かりやすい解説を心がける。
質疑応答の時間を十分取り、理解を深めてもらう。
①　モノづくり企業に求められる競争力
　　　【開発からアフターサービス】【商品開発力】【生産技術力】【工場運営能力(現場力とは)】【宣伝・販売力】
②　工場管理概論
　　　【企業による工場の位置づけ】【工場管理の基本】【工場の持つべき要件】
③　安全･衛生管理
　　　【安全な作業は作業の入口】【安全・品質は企業経営成功の鍵】【労働災害防止活動】【労働疾病防止活動】
④⑤　企業の発展と人財育成
　　　【労務管理の変遷】【「人材」から「人財」へ】【企業風土（職場風土）づくり】【管理･監督者の役割】
　　　【職場の働きがいとモチベーション管理】
⑥⑦　原価管理
　　　【原価管理の体系】【原価構成・費目区分】【開発段階での原価改善】【製造原価の把握と改善】
⑧⑨　品質管理
　　　【トヨタの品質管理】【お客様指向】【停めるライン・止まる設備】【自工程完結思想】【日常管理と変化点管理】
　　　【品質アセスメント】
⑩　トヨタ生産方式の生まれた背景
　　　【トヨタの歴史】【経営理念】【トヨタ生産方式とは】
⑪　トヨタ生産方式の特徴
　　　【限りない原価低減】【ＴＰＳの２本の柱】【ＴＰＳの広がり】
⑫　トヨタ生産方式の基本的な手法
　　　【５S】【職場の見える化】【ムダの削減・排除】【生産ラインの作り方】
⑬　トヨタ生産方式の具体的な改善の進め方
　　　【基本姿勢】【改善の切り口】【生産仕掛けの改善】【人の動きの改善】【物の流し方～流れの改善】
⑭　人財育成～技能伝承と職場活性化の方法とその実践事例
　　　【標準化と技能伝授】【人財育成のしくみと道具】【ワーキングライフプラン】【職場活性化の道具とリーダーの役割】
⑮　工場における実践事例見学
　　　トヨタ自動車九州㈱のレクサスラインで確認（12月または1月の祝日に実施予定）　　
      （別途工場カレンダーが決定後に連絡～受講者と調整）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取組姿勢30％
課題についてのレポート評価70％
（講義の理解度・習得度30％・自分の立場や将来展望からの主張40％）

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の授業内容に関して、現在の自分の抱える問題や課題に対して参考になったことや
新たな「気づき」を書き留めておくこと。　字数などは規定しないが、最終レポートと
一緒に提出の事。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

質疑応答の時間を十分取るので、毎回質問を考えてきておくこと
履修上の注意　/Remarks

⑫⑬(7回目)と⑭⑮(8回目)は、工場見学の日程によって前後する場合があります。
その際は、受講者のみなさんに事前に連絡します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

実践的統合マネジメント能力、人財育成、組織の活性化、品質管理、トヨタ生産方式、レクサスブランド
キーワード　/Keywords
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ソーシャル・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

近年、社会的課題をビジネスのスキームを用いて解決しようとする「ソーシャルビジネス」への期待が高まっている。本講義では、ソーシャル
ビジネスのマネジメントについて学ぶ。具体的には、解決すべき社会的課題の設定からビジネスモデルの作成までを事例やケース分析などを通
じて学習する。講義では、実際にソーシャルビジネスを立ち上げ運営していくことを想定したディスカッションやワークショップを行い、知識
と実践的なマネジメント力を身につけることを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用せず、資料を配布する。

○駒崎弘樹『「社会を変える」を仕事にする』ちくま文庫、2011年。
○小暮真久『「20円」で世界をつなぐ仕事』日本能率協会マネジメントセンター、2009年。
○上阪徹『「カタリバ」という授業』英治出版、2010年。

その他の文献については、講義のなかで紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ソーシャル・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション
【本講義のねらいと進め方の説明、ソーシャルビジネスとは何か？】
②ソーシャルビジネスの事例から学ぶ１
【事例分析を通じソーシャルビジネスの活動領域や特色について検討する】
③ソーシャルビジネスの事例から学ぶ２
【成功したソーシャルビジネスの共通点を探る】
④ミッションをつくる１（ケースメソッド）
【社会的課題の抽出と発見の手法】
⑤ミッションをつくる２（ケースメソッド）
【社会的課題を解決するスキーム】
⑥事業をつくる１（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスの事業構造】
⑦事業をつくる２（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスにおけるビジネスモデルの特徴】
⑧ソーシャルビジネスの現場から考える１
【ゲストスピーカー講義】
⑨ソーシャルビジネスの現場から考える２
【ゲストスピーカー講義】
⑩利益をつくる１（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスの顧客と収入】
⑪利益をつくる２（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスの収益構造の特徴】
⑫社会をつくる１（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスからソーシャルイノベーションへ】
⑬社会をつくる２（ケースメソッド）
【社会をデザインする】
⑭ソーシャルビジネスプラン・プレゼンテーション１
【プレゼンテーションとディスカッション】
⑮ソーシャルビジネスプラン・プレゼンテーション２
【プレゼンテーションとディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への貢献度（発言回数、発表内容、建設的な議論への寄与など）：50％、課題の内容（レポートなど）：50％
成績評価の方法　/Assessment Method

原則として毎回事前課題を課すので、次回に授業までに準備しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ソーシャルビジネス、社会課題、ＮＰＯ、ＣＳＲ、ＣＳＶ
キーワード　/Keywords
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医療経済 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
舟谷　文男 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

医療は人間社会にとって必須の公共的社会サービスであり、社会保障制度の一つとして重要な役割を担っている。また、医学・医療技術は日進
月歩の発展をみているが、その恩恵を、いつでも、どこでも、誰でも受けられる医療システムの仕組みはどのように構築すべきか、その社会コ
ストを誰が支払うのか、人の命を救う価格は決められるのか、医療サービスを提供する専門職種や医療施設はどのような組織構造を持つべきな
のか、国民皆保険制度による経世済民の視点から、医療経済学の基本を幅広く理解させる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。（ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ版講義資料のプリントを配布）

厚生労働省編『厚生白書』、真野俊樹著『入門医療経済学』中公新書、的場恒孝編『医療科学入門』南江堂、厚生労働省編『国民衛生の動向』
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　医療経済学概論
②　社会変動と医療需要･供給関係
③　社会保障と医療保険
④　医療サービスの値段
⑤　医療サービス資源とその動向
⑥　プライマリーケアと産業保健
⑦　医療の人的資源と組織化そして労働
⑧　医療保障と地域医療
⑨　医療の安全管理１【医療事故・リスク管理】
⑩　医療の安全管理２【防災・減災】
⑪　医療情報システム
⑫　医療評価Ⅰ
⑬　医療評価Ⅱ・医療経済学の研究手法と論文作成の要点
⑭　これからの保健・医療・福祉はどうなるのか
⑮　地域の保健･医療・福祉の一体化・地域包括ケア：医療経済学まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートの評価（70％）、日常の授業への取り組み（30％）
成績評価の方法　/Assessment Method

「厚生白書」「国民衛生の動向」の2冊は必読参考書として一読すること。厚生労働省、自治体等の公式HPから関連施策を抽出し社会動向の点
検をすることが学習補助に最適です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新聞などマスコミが取り上げる医療問題、介護・福祉問題等に絶えず関心を持ち続けること。
履修上の注意　/Remarks
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医療経済 【夜】
エグゼクティブ科目

究極の人的サービスである医療は特殊な分野と捉えられがちであるが、良い医療を実現するためには、どの事業にも共通する現場に沿った人材
管理･育成が基本であることを念頭に受講して下さい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会保障、医療需要、地域包括ケア、医療供給資源、人材管理･育成、チームマネジメント、診療報酬制度、地域医療計画、地域分析、医療安全
、医療情報システム、医療評価、

キーワード　/Keywords
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社会保障 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

社会福祉から公衆衛生までの幅広い領域にわたる社会保障の制度や仕組みは、社会通念や人口構成、生活環境、格差などの文化的、社会的、政
治経済的な状況によって形づくられ、変化していきます。人間や社会とは何かという根源的な問いを原点に社会保障の概念を整理し、制度につ
いての理解を深めるとともに、社会保障に関する事業やリスクのマネジメント、地域包括ケアなど、社会保障をより良く運営する方法について
も考えていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料を配付します。

・椋野美智子、田中耕太郎著『はじめての社会保障 —福祉を学ぶ人へ− 』有斐閣
・埋橋孝文、大塩まゆみ編著『新・基礎からの社会福祉５　社会保障』ミネルヴァ書房
・広井良典著『定常型社会　新しい「豊かさ」の構想』岩波新書
・広井良典著『日本の社会保障』岩波新書
・見田宗介著『現代社会の理論』岩波新書
・J・K・ガルブレイス『ゆたかな社会』岩波現代文庫
・立川昭二著『病気の社会史』岩波現代文庫

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①社会保障の概念と歴史　　　　　 　　【概念・定義とその形成史】
②社会保障制度の基礎知識（１）　　　【現行制度や法令の体系と専門用語】
③社会保障制度の基礎知識（２）　　　【各種法人などの事業主体、事業内容、専門職】
④社会福祉制度の概要　　　　　 　　　【公的扶助、障害福祉、高齢者福祉】
⑤医療保険制度と医療提供体制　　　【皆保険とフリーアクセス、医療計画】
⑥介護保険制度とサービス提供体制 【介護保険事業計画、サービス提供主体】
⑦公衆衛生の概要　　　　　　　　 　　　【感染症・疾病対策、保健衛生と地域づくり】
⑧医業とマネジメント　　　　　　　　　　 【事業経営、リスクマネジメント】
⑨介護事業とマネジメント　　 　　　　　【事業経営、リスクマネジメント】
⑩社会保障制度改革の概要と課題   【社会福祉基礎構造改革、社会保障・税一体改革】
⑪社会保障と地域づくり　　　　　 　　　【住民・地域の役割、インフォーマルな社会保障】
⑫超高齢・少子社会、高度消費社会、格差社会の諸相【生き方、老い方、社会通念】
⑬地域包括ケアの概念と展望　　　　　【住まい、生活支援、コミュニティビジネス】
⑭海外の社会保障事情　　　　　　 　　【欧米、アジアと日本の社会保障制度の比較】
⑮これからの社会保障　　　　　　　　　【総括とビジョン】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講師と受講生の議論をもとに進め、課題に対するプレゼンテーションやレポートを求めます。日常の授業への取り組み・・・５０％    レポート
及びプレゼンテーション（１回）・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method
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社会保障 【夜】
エグゼクティブ科目

学習支援フォルダに毎回の講座資料をＰＤＦファイルにて予め挙げておきますので、参照し、疑問点などを整理したうえで授業に臨んでくださ
い。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

制度論を基点に、時事問題や事例などを課題として討議します。社会学、法学、経済学、財政学、経営学、文化人類学などの初歩的な知識があ
れば理解が深まりますが、日々の新聞を読み、自ら考える姿勢や知見があれば十分に履修できる内容です。

履修上の注意　/Remarks

社会保障に関する制度や方法論はもとより、それらの基底にある人間や社会の本質についても考えながら、実務や事業経営、リスクマネジメン
ト、社会のあり方などについて議論を深めていきたいと考えています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会保障制度の枠組みと実務、非営利法人の経営、コミュニティビジネス、地域づくり
キーワード　/Keywords
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自治体経営 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
永津　美裕 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

　「民間にできることは民間に」、「地方にできることは地方に」という基本的な考え方の下に、途中政権交代があったが、この20年間にわた
って第一次・第二次地方分権改革が推進されてきた。その経過の中において鹿児島県阿久根市等で起きた混乱を契機とした地方自治の根幹とも
いえる首長と議会の二元制のあり方や、大阪都構想をはじめとした大都市制度が見直され、2014年には政令指定都市の権限の拡大（県から教職
員人件費負担の移譲等）や新たな広域連携制度の創設などが行われた。
地方分権については、これまで自治体の政策の自由度を高める規制改革は進められているが、住民自治の拡充や税財源の改革は今後の大きな課
題となっている。また、人口減少・高齢化による「地方消滅」が危惧され、「地方創生」の取組が実施されている。
自治体経営にあたっては、多くの課題が山積する中で、民間企業と同様にヒト、カネ、モノなどの資源を活用して、地域を効率的・効果的、か
つ持続可能に経営していくことは変わらない。そのため自治体の人事・組織、税財政、資産の仕組み等の公共セクターの特性を十分に理解した
うえで、福祉・医療、都市計画など個別の政策分野を通して、住民に身近な自治体の経営戦略、ガバナンスの課題等について具体的な事例を通
じて学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業の際に、必要に応じて資料を配布します

『行政学（新版）』(2001年)、　『行政の活動』(2000 年)　 西尾勝 　有斐閣
『行政学』（2013年）　曽我謙悟　有斐閣
『統治と自治の政治経済学』（2014年）　小西砂千夫　関西学院大学出版会
『人口減少時代の自治体経営改革』（2013年）　大庫直樹　時事通信社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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自治体経営 【夜】
エグゼクティブ科目

① 地方自治体を取り巻く社会・経済環境の変化
　　【人口減少、少子・高齢化等、地域経済の停滞】
② 地方自治体の組織・人事制度・倫理
　　【組織・権限、公務員倫理】
③ 地方分権改革などの動き
　　【地方分権、自治法の改正などの動き】
④ 特定課題テーマの議論（ケーススタディ）
　　【学生との意見交換・議論】
⑤ 議会
　　【議会の役割、課題】
⑥ 地方自治体の財政制度　Ⅰ
　　【国と地方財政制度の特色】
⑦ 地方自治体の財政　Ⅱ
　　【財政構造、一般会計・特別会計・企業会計など】
⑧ 地方自治体の財政　Ⅲ
　　【財政を分析する】
⑨ 地方自治体の計画・行政評価
　　【基本構想など計画、行政評価】
⑩ 地方自治体の政策　Ⅰ
　　【保健・福祉・医療政策】
⑪ 地方自治体の政策　Ⅱ
　　【教育、地域づくり政策】
⑫ 地方自治体の政策　Ⅲ
　　【都市計画】
⑬ 課題発表、議論
　　【学生による発表、論議】
⑭ 監査、住民訴訟など
　　【内部統制】
⑮ まとめ
　　【これからの自治体経営の課題】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート、課題に対するプレゼンテーション（７０％）、授業の状況（質疑、意見、発表等３０％）をもとに総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の事前においては、前の授業で示す参考資料等を読んで事前知識を得るとともに、授業終了後においては、自らの日常生活や職場での具体
的な事例とを結びつけながら自主的な復習・検証を行い、さらに理解を深めるようにすること。
また授業では、前の授業内容の確認と今回の授業内容の概要を示すこととする。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自治体は皆さんが主権者・経営者であるとともに、水道や道路、ゴミなど皆さんの生活に日常的に深く関わっている業務を担っているため、新
聞などで報道されていることや身の回りで起きていることについて、その背景や理由について関心を持つように心掛けること。

履修上の注意　/Remarks

学生の皆さんの活発な議論や質疑を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

人口減少、単身社会、少子高齢化、住民自治、地方創生、ガバナンス
キーワード　/Keywords
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産学連携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

知識社会へのシフトによって、わが国では1990年代後半から大学や研究機関等の知的インフラの成果をいかに効果的にビジネスに結びつけるか
が重要課題となっている。そのため、行政はこの10～20年ほど積極的に科学政策や産業政策を展開させて「産学連携」を押し進めている。しか
しながら、その現場では各担い手の認識の不足やお互いのコミュニケーション不足によって多大な困難が生じており、順調に成果があがってい
るわけではない。よって、本講義では産学連携による新事業開発に焦点をあて、成果をあげるためのマネジメントについて事例を踏まえながら
考察する。また、産学連携の成果の１つである知財の戦略については、⑥～⑦において弁護士知財ネット九州・沖縄地域会から講師を招聘し、
講義を実施する。
なお、本講義の到達目標は、①知財を意識した産学連携のスキームをプランニングできる、②将来性があり現実的な産学連携プロジェクトのテ
ーマを探索できる、③有機的かつ実践的なチーム体制を提案できる、である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料やレポート等をプリントにて配布

○馬場靖憲／後藤晃『産学連携の実証研究』東京大学出版、
　玉井克哉／宮田由紀夫『日本の産学連携』玉川大学出版部
　二神恭一／日置弘一郎『クラスター組織の経営学』中央経済社
○クレイトン・クリステンセン／ジェフリー・ダイアー／ハル・グレガーセン『イノベーションのＤＮＡ』翔泳社
　玉田俊平太『日本のイノベーションのジレンマ』翔泳社
　伊丹浩敬之『経営戦略の論理』日本経済新聞出版社
　マイケル・Ｅ・ポーター『競争戦略Ⅰ』『競争戦略Ⅱ』ダイヤモンド社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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産学連携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

①産学連携のバックグラウンド
【わが国の産学連携の背景と政策の展開：科学政策、地域政策、クラスター政策、産学連携政策、デスバレー】
②、③イノベーションとクラスター政策の実態
【イノベーション政策としてのクラスター政策：技術革新、ビジネス革新、事業革新、競争優位戦略、クラスター理論】
【クラスターマネジャーとしてのインプリケーション：コラボレーション、チームワーク、研究会運営、リーダーシップ】
④、⑤中小企業による産学連携の落とし穴
【中小企業A社に係るケースによるディスカッション：人間関係、チームマネジメント、秘密保持契約、情報漏えい】
【中小企業A社から得る教訓とA社のその後：知財戦略、プロジェクトマネジメント、技術蓄積】
⑥、⑦新事業開発と知的財産権戦略・戦術（弁護士知財ネット九州・沖縄地域会からゲスト講師を招聘）
【知的財産の基礎：特許権、商標権、知的財産権】
【知的財産戦略と戦術～ワークショップ設例解説～：秘密保持契約、基本契約、共同開発契約、職務発明規定】
⑧、⑨地方における産学連携プロジェクトの成功例と失敗例
【F社の紆余曲折に学ぶケースによるディスカッション：業界を超えたチームマネジメント、異業種交流、商品開発】
【U教授とS社の事例：チームワーク、フォーメーション、企業風土、新規事業創造、ユーザー志向、デスバレー】
⑩、⑪産学連携プロジェクトのプロデュースのポイントと実例
【イノベーションのためのスキルと人材：ネットワーク力、関連づけ思考、技術者、質問力、観察力、産業政策】
【産学連携プロジェクト創出の実態：（仮称）植物工場プロジェクト、（仮称）アロマプロジェクト、（仮称）竹プロジェクト】
⑫、⑬技術系人材から見た産学連携の真実（ゲスト招聘の予定）
⑭、⑮産学連携プロジェクトの提案（プレゼンテーション）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ケーススタディに対する課題（60％）
産学連携プロジェクトプラン（20％）
その他の日常的なディスカッションに係わる貢献度（20％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、イノベーションや商品開発（事業創造）に対する基礎的な知識を習得・確認していることを期待しています。また、ポータ
ーのクラスター論、クリステンセンのイノベーション論の習得をお薦めします。
事後学習については、講義に活用した資料や参考資料を活用して講義の確認をしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

知的財産権に関連する講義を2コマ実施しますが、特に法律的な知識は求めません。
履修上の注意　/Remarks

産学連携や知的財産など一般的にはとっつきにくいテーマを扱いますが、できる限りわかりやすく講義を行いますので気軽に受講してください
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

コラボレーション、イノベーション、知的財産権、産学連携、チームマネジメント、デスバレー、クラスター政策、テーマ探索
キーワード　/Keywords
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アジア型経営 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程, 岸本　千佳司 / 北方キャンパス　非常勤講
師

担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

この20数年、日本経済の対東アジア依存度が大幅に高まってきた。東アジア域内でも特に市場としての中華地域（中国大陸、台湾、香港・マカ
オ、シンガポール）、ビジネスパートナーとしての中華系資本（中華地域の資本に、地域外の華僑・華人系資本を加えたもの）との結び付きが
日増しに深まってきている。こうした現実に鑑み、本講義では日本企業の対東アジアビジネス展開に必要とされる現地系企業の経営様式（企業
制度と経営システムの特徴、競争優位性など）に関する体系的知識と分析視点を学ぶことにウェイトをおいている。前半においては儒教文化の
影響下にある中華系企業全般の経営様式の学習にウェイトをおき、後半では個別資本グループの特殊性の学習に時間を割く。複数のケースを取
り上げる予定。常に比較経営の視点を意識し、日本企業との比較を心掛けていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
手作り資料を配布していく予定

大橋英夫、丸川智雄著　『中国企業のルネサンス』　岩波書店
王効平、尹大栄、米山茂美著　『日中韓企業の経営比較』　税務経理協会
王効平著　『華人系資本の企業経営』　日本経済評論社
末廣昭著　『ファミリービジネス論』　名古屋大学出版会
末廣昭著　『新興アジア経済論』　岩波書店

岸本、王が執筆した関係調査報告資料

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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アジア型経営 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション：なぜ東アジアか？
　【儒教資本主義】【開発独裁】【キャッチアップ型工業化】
②東アジア、特に儒教文化圏の財閥企業の位置づけ
　【韓国系財閥】【中華系財閥（含【華人系財閥】】
③東アジア財閥系企業の経営様式Ⅰ
　【企業経営と文化】【企業統治構造】【事業継承】
④東アジア財閥系企業の経営様式Ⅱ
　【経営の内部特性】【戦略立案】【組織特性】
⑤東アジア財閥系企業の経営様式Ⅲ
　【管理システム】【財務構造】
⑥「ネットワーク重視型」の特性とは
　【資本関係】【取引関係】
⑦事例研究
　【ゲスト講師】【アジアビジネス実践の成敗経験学習】
⑧事例紹介を踏まえたグループ討議
　【ゲスト講師の講義内容と問題提起を踏まえた討論会】
⑨台湾系企業の経営制度
　【オーナー経営者】【鶏頭牛後】
⑩台湾系企業の経営システム
　【意思決定】【帰属意識】【管理システム】
⑪台湾系企業の産業クラスターと創業・新事業支援体制
　【分業構造】【企業間ネットワーク】【イノベーションシステム】
⑫台灣系企業の生産システム構築に見られるの競争優位
　【受託製造業（OEM／ODM）】【Global Value Chain(GVC)】
⑬台湾系企業の事例紹介A
　【TSMC】【競争優位に関する比較】
⑭台湾系企業の事例紹介B
　【日系企業との提携事例】【日台提携によるWin-Win関係作り】
⑮総合討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートの提出状況・完成度　50％、討議参加の積極さ50％
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を配布する
参考文献を各自入手して活用すること

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

◈　関係資料を支援フォルダーに事前アップの予定。
◈「国際経営」、「中華圏の経営思想」を講義履修済みが望ましい
◈　数回課題を課すが、グループ発表をも行う予定

履修上の注意　/Remarks

◈　課題提出期限の厳守
◈　積極的な発言、質疑を期待

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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NPO／NGO実践論 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
平　由以子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

本事業では、ボランティアの歴史が浅い日本においてNPOが歩んでいる現代社会と社会の課題とその実績、NPOならではの事業や新しい働き方
、企業にはない運営やコミュニケーションスキルなど、NPOの現場や事例に学び、ビジネスや社会的意義や可能性について学ぶことを目的とす
る。また、NPO特有のコミュニケーションの取り方やリーダーシップ、チームビルディングについても学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。毎回資料を準備して活用する。

「市民のネットワーキング」市民の仕事術Ⅰ・Ⅱ　加藤哲夫著
 「NPOのためのマーケティング講座」長浜洋二著

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　イントロダクション　NPO概論　
 ②　NPOのミッションと組織の成り立ち
 ③　「NPOと環境」　事例を通して実態と課題、可能性について学ぶ
 ④　組織マネジメントⅠ　「人・モノ・お金・考え方」
 ⑤　「NPOと福祉」　事例を通して実態と課題、可能性について学ぶ
 ⑥　組織マネジメントⅡ　「チームビルディング」
 ⑦　事業型NPO／ソーシャルビジネス　NPOで稼ぐ
 ⑧　NGOと国際活動の実際　NGO活動に学ぶ
 ⑨　海外事例　ゲストによる事例紹介
 ⑩　地域の多様な主体と連携　連携によるソーシャルインパクト
 ⑪　NPOに学ぶコミュニケーションスキル　実践ワーク(1)
 ⑫　NPOに学ぶコミュニケーションスキル　実践ワーク(2)
 ⑬　NPOによる社会サービスの創出
 ⑭　NPOの社会的役割とこれからの可能性　
 ⑮　総括とふりかえり　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート……30％、日常の授業への取り組み‥‥‥70％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には、授業の復習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

8939 /



NPO／NGO実践論 【夜】
エグゼクティブ科目

活動20年になるこれまでの経験と、つながり、事例などから学び、NPOの可能性を探り、ワークを多く取り入れ楽しく学んでいきます。企業と
NPO.NGOで何を担っていくのか、何が魅力でないが課題なのかを考えます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

コミュニケーション、チーム、ソーシャルインパクト

キーワード　/Keywords

8939 /



基礎中国語 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
王　占華 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

    この授業は、中国語の発音、基礎文法、日常生活によく使用される実用会話文を身につけることを目標とする。先ず初習外国語としての中国
語の基本である発音および基本文法を一部分ずつ詳しく解説した上、十分な練習を通じて身に付け、その上、実用会話が中心になっている場面
で編成された本文について読解と音読の訓練を行う。 また、日文中訳と中文日訳等の練習を通じて、両国語の特徴に対する理解を深める。２学
期の「ビジネス中国語」を学習するため基礎を固める。なお、将来中国語検定試験などの就職に役立てる能力試験を受けるため、語学資格検定
の試験問題も紹介し、練習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『比較中国語［実用・基礎編］』　（王　占華　編　プリント配布）

 『中国語コミュニケーションステップ24』（胡金定　他著　白帝社）
 『中国を歩こう』（陳淑梅　他著　金星堂）
○『中国語学概論』【改訂版】　（王占華　他著　駿河台出版社）
○『就職に役立てる中国語』【改訂版】　（王占華　他著　駿河台出版社）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．中国語概説・単母音と声調
２．子音と複母音
３．鼻母音・音節と音便・教室用語
４．発音の復習とまとめ
５．「自己紹介」（判断文・疑問文１・人称代名詞）
６．復習と実用練習
７．「空港で」（授受表現・存在表現・疑問文２）
８．復習と実用練習
９．「両替」（願望表現・数字・場所）
１０．復習と実用練習
１１．「道を尋ねる」（方位表現・移動表現・禁止表現）
１２．復習と実用練習
１３．「乗り物に乗る」（動作の進行・状態の持続・動作の実現）
１４．「宿泊」（可能表現・時点・時量）
１５．復習と実用練習

［受講者の学習経験の有無と要望に応じて、テキストや授業内容又はスケジュールを調
整することがある。その際にテキストの替わりにプリントを配布する。］

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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基礎中国語 【夜】
エグゼクティブ科目

普段の練習５０％、期末試験５０％の割合で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

５回目の授業より、会話練習としての事前予習が必要となり、具体的な内容について、前の授業の最後に指示する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　確認と復習として、文法規則としての重要性、文例としての実用性、使用頻度の角度から文字及び口頭による常用短文の作文、中→日、日→中
双方向の訳などの練習を課する。 コミュニケーションの基礎としての代表的な文例について、活用できるように要求するので、積極的な練習を
望んでいる。

履修上の注意　/Remarks

世界経済のグローバル化に伴い、複数の外国語を身につければ、事業の展開に有利となる。中国語は外国語はあるが、同じ漢字システムの使用
により、短い期間でも実務レベルの会話と読む能力を身につけられる。ぜひこの機会に挑戦してみよう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

中国語の発音　中国語の基礎文法　中国語の実用会話　中国語能力試験　中国事情
キーワード　/Keywords
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サービス・マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
田村　馨 / 北方キャンパス　非常勤講師, 平野　健二 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

厚生労働省の労働力調査によると、1950年以降、第３次産業の就業者数は一貫して増加傾向にある。第２次産業は1992年をピークに減少に転じ
た。構成比でいうと2010年の第３次産業は70.2％、第２次産業は24.8％。第２次産業は構成比ベースでいうと1973年をピーク（36.6％）に減少
傾向を続ける。いわば、経済のサービス化は確実に進み、第３次産業が日本経済を牽引するリーディングセクターに位置して久しい。他方、第
３次産業＝低生産性産業である状況は変わっていない。何が問題であり、何をどうすれば問題は解決するのか。本講義では、マネジメントを切
り口に、サービスビジネス、サービス産業の問題と課題を解明する。サービスを扱うビジネスでは、マネジメントもマーケティングもモノを扱
うものとは異なることを理解し、サービスビジネスとは何かを新しい視点から解説することが受講生に求められる到達点である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用しない。

講義中に事前参考資料を含め紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①サービス産業の現状と構造変化をマクロ的に展望する
　【各国に共通の産業構造変化】【産業構造変化を規定する要因】
②サービスの特性　【モノ、情報との対比】
③サービス・マーケティングとは？　【モノが対象のマーケティングとの違い】
④サービス・マネジメントとは？
　【フラットな組織】【ソフトリーダーシップ】【イノベーション】
⑤one　to　oneマーケティングの必然
　社会環境の変化【マスマーケティングの機能不全】【コモディティからパーソナルへ】
　同質競争の激化【商圏の狭小化】【市場創出の必要性】
⑥価値の発見・定義　【資本の本質】【価値と価格】
⑦価値の伝達　【学生によるプレゼンテーション「各自が定めた商品の価値を伝える」】
⑧顧客の発見・創造
　【顧客のプロファイリング】【デモグラフィー】【購買行動（顧客ID-POS）】【定性分析】
⑨情報伝達ツールの活用　【メディア特性】【AIDMA】
⑩学生によるプレゼンテーション　【価値伝達】【評価】
⑪サービスをめぐる競争戦略　【ブランド】【ホスピタリティ】【標準化とローカル化】
⑫組織のダイバーシティとマネジメント　【オープン】【透明性】【分権】
⑬組織デザインとマネジメント　【鍵となるのはミッション】
⑭イノベーション、クリエイティビティ　【リバース・イノベーション】【組織変革】
⑮総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート50％、プレゼンテーション25％、討議に対する貢献25％
成績評価の方法　/Assessment Method

8941 /



サービス・マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

講義中盤のプレゼンテーションワークには相応の事前準備が求められる。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

マネジメント、マーケティングに関して学部レベルの理解が求められる。双方型の講義スタイルで進めます。積極的な発言が受講生には求めら
れます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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中華圏の経営思想 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
古田　茂美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

中華地域の勃興によって強力な東アジア経済圏が形成されようとする今、中華圏の経営思想に関する知識の吸収が日系資本による東アジアビジ
ネス展開に必要不可欠になってきている。

経営活動には資源が投入され、それが管理統合されて、事業レベル、全社レベルで付加価値を創造し、当初の経営目標を達成するという「資源
論」の立場を採用した考え方が経営学の基本をなしている。本講義では対中華圏ビジネスにおける「中華的経営資源」を取り上げるが、それは
中華(中国人)社会に賦存して、独自の運動法則を持つもので、特にミクロ行動原理を支える中国伝統哲学思想が基礎をなしている。儒教思想、道
教思想、法家思想、孫子の兵法などの伝統的哲学思想が中華系（または華人系）の経営思想を形作っているため、本講義ではこれら代表的なも
のを取り上げ、その誕生の背景、中華社会構造に及ぼす影響、中華ビジネスにおける応用に対して理解を深めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布の予定

古田茂美著『中華文化圏進出の羅針盤』ユニオンプレス、 2005年
古田茂美著『「兵法」がわかれば中国人がわかる』ディスカバー、2011年
David.K.Tse & 古田茂美共著『グワンシ』ディスカバー、2011年
David.K.Tse & 古田茂美共著『中国人との「関係」つくりかた』ディスカバー、2012年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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中華圏の経営思想 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション
【東洋と西洋】【マクロ環境】【ミクロ行動原理】
②中国人社会の歴史的考察
【中華】【中国】【華人社会】【古典思想と経営】
③中国に於ける公私概念と公倫理の特質
【溝口雄三】【繋がりの公】【場の公】
④｢儒教｣Ⅰ：孔孟思想の誕生とその継承
【春秋戦国】【論語】【三綱五常】
⑤｢儒教｣Ⅱ：現代中華（華人）社会における儒教の影響
【信用】【関係（グアンシー）】【組織協調】
⑥｢道家と道教｣：根強い民衆信仰と現代への影響
【老荘思想】【妈祖信仰】【関帝】
⑦「法家｣の思想構造とその影響
【韓非】【性悪説】【信賞必罰】【法と術】
⑧「兵法･孫子」Ⅰ：誕生の背景
【戦国時代の諸兵法】【儒教との関係】
⑨「兵法･孫子」Ⅱ：36計の個別事例研究
【天時、地利、人和】【走為上】【慾擒故縦】
⑩「兵法･孫子」Ⅲ：ビジネスにおける応用
【競争理論】【Win-Win】【戦わずして勝つ】
⑪「兵法･孫子」Ⅳ：西側の軍事とMBA教育における扱いの実状
【Art of the War】【軍事教典】【Tony Fang】【湯浅邦弘】
⑫中華系経営者のケース
【李嘉誠】【蔡冠深】【張瑞敏】
⑬日本企業経営者のケース
【『論語と算盤』】【松下幸之助】【稲盛和夫】
⑭総合討議Ⅰ、Ⅱ（受講者による発表を義務付ける）
【西洋と東洋哲学の異同】【対中事業戦略への応用可能性】【日本企業の失敗ケース】
⑮まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートの提出状況30％、討議参加の積極さ30％、見解の独自性40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前配布資料の予習をした上の受講が望ましい
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

その他のグローバル関係の講義との並行履修が望ましい
課題提出期限の厳守

履修上の注意　/Remarks

ＳＮＳで資料、情報の共有に努めます。
重要な事項について必要があればその都度連絡します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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中華圏の貿易実務 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
前田　知 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

貿易実務とは貿易取引を円滑に進めるために必要な手続きであり、国際ルールや商慣習に基づいて形成されている。国により言語、商慣習、経
済事情が異なるため、業務としての貿易実務を習得するだけにとどまらず、相手国の事情や制度を理解しリスク回避の術を身につけながら貿易
取引を行うことが求められる。本講義では、適切な貿易実務を習得することを念頭におき貿易に関する実践的な専門知識を学ぶ。後半では中国
と貿易を行う貿易会社のケースを取り上げ、その事業展開の経緯と戦略を紹介するとともに、日本とは異なるビジネス慣習を持つ中国とのビジ
ネス事例について紹介する。これによって中華圏における貿易実務について幅広い知識を得るとともに、中華圏貿易で生じる様々な問題に対応
する力を身につけることを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する

片山立志著『貿易実務の本』成美堂出版　2013年　1,400円
塩崎利佐治著『中国貿易輸入実務入門』文芸社　2008年　4,000円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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中華圏の貿易実務 【夜】
エグゼクティブ科目

① イントロダクション
    【貿易のしくみ】【国内取引と貿易取引の違い】
② 国際取引の枠組と輸入貿易の法的規制
    【貿易管理制度と貿易関係諸法規について】
③ 契約の成立・締結
    【売買契約書】【取引交渉と取引条件】
④ 貿易取引の条件設定と価格算定
    【2010年版インコタームズ】【貿易に係るコストの種類】
⑤ 税関の役割と機能
    【納税と関所】【事前教示】【AEO制度】
⑥ 貿易代金の決済と外国為替
    【信用状（L/C）】【D/P手形、D/A手形】【T/T送金】
⑦ 貨物の輸送と貿易実務
    【国際複合輸送】【LCL貨物とFCL貨物】
⑧ 貨物の荷受け実務（１）
    【SEA NACCSによる輸入手続き】【船荷証券と輸入申告書類】
⑨ 貨物の荷受け実務（２）
    【輸出入関税】【評価申告書】
⑩ EPA・FTAの活用
    【原産地規則】【原産地証明】
⑪ 貿易形態の多様化
    【人民元決済】【加工貿易】【仲介貿易】
⑫ ケース　日中貿易会社の事例（１）
    【日中貿易に向けた戦略と構造】
⑬ ケース　日中貿易会社の事例（２）
    【契約締結から輸入許可まで】
⑭ コンテナヤード、大型Ｘ線検査場の視察
⑮ まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…20％、日常の授業への取り組み…60％、小テスト…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には、授業の復習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

WTO　インコタームズ　通関手続き　原産地規則　AEO制度
キーワード　/Keywords
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地域プロジェクト・マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
網岡　健司 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

魅力的で活力ある地域づくり・まちづくりにあたって、国・自治体等の施策や制度の単純導入あるいは企業・事業の誘致等に依存する時代は終
焉しつつあり、今後は地域・コミュニティの未来を創造するため、市民（あるいは企業市民）自らが主体的に地域の資源を活用してプロジェク
トを発想・企画し、事業化・運営していく意思と行動が求められている。このような地域プロジェクトは、事業目的、分野、事業主体・手法等
も多種多様であるが、本コースでは、いくつかの実例等を通じて、プロジェクトを牽引するリーダー（あるいはフォロワー）としてのビジョン
、ミッション、パッションを学ぶことを目標としたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて指定する

アルビン・トフラー著「第三の波」、「未来の衝撃」、広井良典著「コミュニティを問い直す」「ポスト資本主義」、リチャード・フロリダ著
「クリエイティブ資本論」、クリス・アンダーセン著「メーカーズ」など

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　ガイダンス、地域プロジェクト講座の概観
②　地域プロジェクトの実際
③　地域課題の分析、発掘
④　公的プロジェクト開発とマネジメント１　（基盤整備関連）
⑤　公的プロジェクト開発とマネジメント２　（ソフト整備関連）
⑥　ソーシャルビジネス分野におけるプロジェクト開発とマネジメント１
⑦　ソーシャルビジネス分野におけるプロジェクト開発とマネジメント２
⑧　ＩＣＴ関連プロジェクト：　e-PORT構想など　１
⑨　ＩＣＴ関連プロジェクト：　e-PORT構想など　２
⑩　スマートコミュニティ創造事業（東田コジェネ事業など）１
⑪　スマートコミュニティ創造事業（地域エネルギー事業）　２
⑫　各自の地域プロジェクト構想の企画演習　１
⑬　各自の地域プロジェクト構想の企画演習　２
⑭　これからの地域プロジェクトの展望：スマートキャピタル、リノベーションなど
⑮　振り返りとまとめ
（＊各単元の順番、プロジェクト事例等は変更することがあります）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み　30％、課題プロジェクト（レポート40％、プレゼン30％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には、授業の復習をしてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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地域プロジェクト・マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

２コマ連続の隔週講義を基本とします。
個別の地域プロジェクトの関係者等による紹介やディスカッション等を実施。

履修上の注意　/Remarks

民間企業に所属しつつ、行政、大学、NPO等との協業で取り組んできた様々な地域プロジェクトの実例や推進主体の方々との議論などを通じて
実践的な内容としていきたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

コミュニティデザイン、創造的都市、スマートシティ、プロシューマー、多様性と包摂性
キーワード　/Keywords
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ビジネス中国語 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
森田　三恵子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

日中経済が緊密化する中、ビジネス中国語によるコミュニケーション能力はますます重視されるようになってきています。
この科目では単なる日常会話と違い、ビジネスで欠かせない中国語を段階的に学んでいきます。　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
中国語初級テキスト　仕事のための「基礎中国語」

ビジネス中国語会話、北京駐在日記等を参考にする。
必要に応じて参考書を指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　発音の総復習、中国語による自己紹介
②　出迎え、姓、名の表現
③　車に乗る、疑問詞による疑問文
④　ホテルの部屋、反復疑問文
⑤　会社見学、数字
⑥　人の紹介、時間の言い方
⑦　電話をうける、過去形の表現
⑧　出張、時間詞
⑨　仕入先工場視察、方位詞
⑩　社員の教育、比較表現
⑪　接待、助動詞
⑫　価格交渉、介詞
⑬　オフィスでの会話、補語関係
⑭　商品検査、受身表現
⑮　ビジネスレター、書式等

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への参加姿勢（４０％）、終了テスト（６０％）による評価
成績評価の方法　/Assessment Method

失敗を恐れず、恥ずかしがらずに繰り返し発音をすることと、予習復習が重要です。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

一定の中国語基礎能力も持っている方の受講が望ましいです。
国際経営を履修しておくことが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

8945 /



ビジネス中国語 【夜】
エグゼクティブ科目

皆さんの語学力の更なる向上を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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経営学特講 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

経済のグローバル化が急ピッチに進んでいる中、長期低迷に喘いできた地域経済を活性化させるために、広い視野を持ち、国際感覚を有するリ
ーダー人材の育成が急務である。経営系専門職大学院（以下ではビジネススクール）が地域産業や社会を背負って立つリーダー養成の責務を担
っており、海外ビジネススクールや現地系企業・多国籍企業等における研修の機会（現場体験が可能な実践的教育プログラム）を学生に提供す
ることによってコミュにケーション能力の向上と異文化交流の促進効果を生むと共に、グローバル的なビジネスの開拓・促進に寄与することが
期待されている。
本特講は日本と強い相互依存関係にあり、高成長を持続させている中華圏や東南アジアにおける視察研修を主要内容とする。企業視察やビジネ
ススクールとの直接交流を通じて、国際感覚の養成、海外ビジネスの実体験、ビジネスネットワーク（人脈）作りを狙う。
開講時期は夏季集中講義期間中の予定（訪問先と日時について受け入れ先との調整を図る必要あり、5月末に確定）。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特定のテキストは使用しないが、事前に研修計画書、海外活動の注意事項（マニュアル）を策定し、配布する。

・研修先の紹介資料
・過年度海外研修の実績紹介資料
・他に必要に応じて紹介する

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１　出発前のオリエンテーション
２　現地ビジネススクールによる特別講義Ⅰ
３　現地ビジネススクールによる特別講義Ⅱ
４　現地企業経営者による特別講義Ⅲ
５　現地ビジネススクール開講講義参観
６　ビジネススクール在学生との交流イベント
７　ビジネススクール卒業生との交流イベント
８　現地系企業視察A
９　現地系企業視察B
10　現地（日系）企業視察C
11　現地外資誘致当局か産業界代表ヒアリング
12　現地開発区参観
13　現地における研修成果共同発表＆パネルディスカッション
14　レポート提出
15　帰校後の成果発表（グループ）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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経営学特講 【夜】
エグゼクティブ科目

企画準備・現地活動への参加度　60％
課題レポートの完成度　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前に必読資料を配布する予定
改めて指示する

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

一定程度の語学力を自ら身につけることが望まれる
出発前に求められる準備事項に責任を持って取り組むこと
訪問先の慣習や制度を尊重すること
集団参加のプログラムであるため、協調性を持ち、単独行動を取らないことを望む

履修上の注意　/Remarks

視野が確実に広がる！
必ず得るものがある！
人生観が変わるかも！

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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企業法務とリスクマネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
吉浦　初音 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

経営倫理に関しては、ＣＳＲ（企業の社会的責任）、リスク管理、コンプライアンス（法令遵守）、コーポレイトガバナンスなど様々なワード
が溢れているが、それらを正しく理解している経営者・ビジネスパーソンは意外に少ないのではないだろうか。本講義では、まずこれら概念の
再整理を行いたい。またこれら概念は日々のビジネス取引や業務と乖離するものとして観念されてはならず、関連法令が設定する保護法益（原
理）を学び、それを日々の契約や具体的業務に反映させることこそが経営倫理の実践である。よって特定の法分野にフォーカスし講義とケース
スタディを通じて、経営倫理と法的リスクコントロールの重要性を体感させることを本講義の目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。プリントを配布する。

·高巌著『ビジネスエシックス[企業倫理]』2013年、日本経済新聞出版社
·マックス・Ｈ・ベイザーマン著／池村千秋 訳『倫理の死角－なぜ人と企業は判断を誤るのか』2013年、NTT出版
·塩野誠／宮下和昌『事業担当者のための逆引きビジネス法務ハンドブック』2015年、東洋経済新報社
·淵邊善彦『ビジネス法律力トレーニング』2013年、日経文庫
·㈱KPMG FAS／有限責任あずさ監査法人『不正防止のための実践的ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ』2011年、東洋経済新報社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　序論－ＣＳＲ・リスク管理・コンプライアンス
②　契約社会の諸原則とソフトロー
③　会社の機関設計
④　取締役責任
⑤　リスク管理
⑥　公正な競争(1)独占禁止法は何を実現したいのか
⑦　公正な競争(2)ケーススタディ
⑧　労務管理(1)労働市場と労働法令
⑨　労務管理(2)ケーススタディ
⑩　企業に求められる透明性と情報開示
⑪　コンプライアンス体制の構築
⑫　Ｍ＆Ａ(1)概論－企業再編の手法
⑬　Ｍ＆Ａ(2)概論－Ｍ＆Ａ手続き
⑭　グローバル法務の潮流
⑮　Ｍ＆Ａ演習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への取り組み態度（発言・質門を通じた貢献）50％、課題または（及び）小テスト30％、グループ演習（発言・提出物の内容）20％
成績評価の方法　/Assessment Method
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企業法務とリスクマネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

事前学習については特に必要ない。講義後には配布レジュメを復習するほか、紹介されたケースにつき自らのアプローチを再考するとともに、
最近の問題事例等に当たってみることが望ましい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

企業を取り巻く利益関係は複雑で、企業倫理とはそれら様々な利益にいかに優先順位を付け、調整をとるのかという問題です。多くの場合、絶
対的正解はありません。講義の中で紹介するケースや企業倫理・法務に関する潮流について、自分なりに捉えることが重要です。法令や取引に
関する法的知識・経験値が少ない学生も躊躇することなく、疑問・質問を投げかけることで講義に貢献してください。

履修上の注意　/Remarks

ピーターＦドラッカーは著書『マネジメント』の中で「真摯さ（Integrity）に欠けていたのでは、いかに知識があり才気があり仕事ができようと
も、組織を腐敗させ業績を低下させる。」（上田惇生訳）と述べています。欧米ではコンプライアンス施策を「Integrity Program」と呼ぶように
、「真摯さ」の実現がコンプライアンス（法令遵守）です。
ビジネススクールでこれら概念や法令を学ぶことで、よき経営者・マネージャーとしての資質を磨いていただきたいと考えています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公平性（Fairness）、保護法益、説明責任、臨床・予防・戦略法務
キーワード　/Keywords

8947 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8948 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8948 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8949 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8949 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8950 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8950 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8951 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8951 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8952 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8952 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8953 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8953 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8954 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8954 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
任　章 / NIN Akira / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8955 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8955 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

グループ・ディスカッションでは、討議とコミュニケーションを深めることを第一義とする。
具体的には、毎回、グループ学習、グループ討議を繰り返す中で自分の研究テーマを探索、発見していく。したがって、自らのリーダーシップ
を発揮して主体的に議論を展開することが求められる。専任教員は議論を促すファシリテーター役を担う。成果は研究プロポーザル（研究計画
書）としてとりまとめて提出する。
なお、授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする。各グループは各週１学期の間に専任教員の指導にあたれるようにローテーシ
ョンを組む。学生からみると教員を巡回する方式であり、教員との交流が図れ、教員のリソース（専門分野など）も知ることができる。巡回後
の授業は、各グループ担当の教員を中心に研究プロポーザルをまとめ、発表する。
なお本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。ブレイン
・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟し、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実施す
る技能。それらのスキル獲得に期待がされるところである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。

初回時に担当教員が個別に指示する（本科目の性質上、担当教員によっては特には指定されないこともある）。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
①～⑭ 各専任教員のローテーションによる指導
　　　　　【専門分野に応じたテーマ提供によるディスカッション】
　　　　　各グループ担当の専任教員による指導
　　　　　【研究プロポーザル（研究計画書）作成】
⑮ 学生による研究プロポーザルの発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究プロポーザルの成果物、教室内の討議に際しての貢献度などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を事前に配布し、指示する。履修者は適宜、個別に担当教員の指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各週の授業内容を生かして、各自が研究プロポーザルを仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8956 /



グループ・ディスカッションⅠ 【夜】
プロジェクト研究科目

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8956 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8957 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8957 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8958 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8958 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8959 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8959 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8960 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8960 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8961 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8961 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8962 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8962 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8963 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8963 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
任　章 / NIN Akira / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8964 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8964 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。
成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループをベースとする（研究テーマに応じて１学期の小グループを再編成する）。小グループ毎に専任教員
が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実
を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　　【グループディスカッションのねらいと意義】
②～④ 課題討議１
　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑧ 課題討議２
　　【文献調査およびディスカッション】
⑨～⑫ 課題討議３
　　【調査研究手法の学習およびその適用】
⑬～⑭ 報告書作成
　　【議論を元にした報告書作成】
⑮ 発表会
　　【プレゼンテーション及びディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物、討議に対する貢献度、調査研究の姿勢などをもとにして総合的に評価する（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

8965 /



グループ・ディスカッションⅡ 【夜】
プロジェクト研究科目

本科目に関しては今後、「技能」の獲得を主眼に、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の指向性を強める方針である。例えば、ブレ
イン・ストーミングの結果を形にする技能。先行研究を渉猟ひ、しっかりとした成果報告書を作成する技能。効果的なプレゼンテーションを実
施する技能。それらの技能の獲得に期待が寄せられる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ブレイン・ストーミング、プレゼンテーション、プロジェクト・ベースド・ラーニング
キーワード　/Keywords

8965 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8966 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8966 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
森永　泰正 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8967 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8967 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
山口　徹也 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8968 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8968 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
吉浦　初音 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8969 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8969 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8970 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8970 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8971 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8971 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8972 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8972 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8973 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8973 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8974 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8974 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8975 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8975 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
任　章 / NIN Akira / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8976 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8976 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させる。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員等（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点
から問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生
が相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【グループ・ディスカッションⅠ、Ⅱの成果物の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～③ 研究テーマの検討・決定
　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑧～⑪ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑫～⑭ プロジェクト研究骨子の作成と検討
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の完成
　【主指導教員への報告】　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

8977 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと
グループ・ディスカッションⅡを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

8977 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8978 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8978 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
森永　泰正 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8979 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
山口　徹也 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8980 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
吉浦　初音 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8981 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8981 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8982 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8982 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8983 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8983 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8984 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8984 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8985 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8985 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8986 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8986 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8987 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8987 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
任　章 / NIN Akira / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8988 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8988 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2016 20172014 201520132008 2010200920072006 2011 2012

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① イントロダクション
　【プロジェクト研究骨子の問題点、改善点の整理】、【スケジュールの確認】
②～④ リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　【先行研究や理論】、【分析のフレームワーク】、【仮説の設定】
⑤～⑭ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　【質疑応答】、【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究報告書の完成
　【主指導教員への報告】

＊口頭審査は別途行うものとする　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（40％）と成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）によって総合的に評価する
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Iを履修済みのこと

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

8989 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

キーワード　/Keywords

8989 /


